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ラット脛骨骨欠損後の運動が血管形成に及ぼす影響

河 上俊和1、滝瀬定文1、古河準平1、奥 田修人1、佐川 光一1

1大阪体育大学 スポーツ医学研究室

InfluenceofExerciseFollowingTibialBoneDefectonVascularDevelopmentinRats

ToshikazuKAWAKAMI1,Sada㎞TAKISEI,JunpeiFURUKAWA1,ShutoOKUDAlandKoichiSAGAWA亘

iDepartmentofSportMedicine
,OsakaUniversi重yofHealthandSportSciences

Abstract

Toinvestigatetheinfluenceofexercisefollow血gabonedefectonvascUlardevelopment,a1.4mmcircularbone

defectmodelwaspreparedinthetibiasof13-week-oldmaleSprague-Dawleyrats,andmicrovascularcollstructionand

boneregenerationinthebone-defectiveregionwereinvestigated.TheanimalswerediVidedintoBoneDefect(Defect),

BoneDefect+Exercise(Defect+Ex),andControlgroups,andsubjectedtotheexpe血1ent丘om13to17weeksofage.

VascUlarmoldspreparedbyinfUsingMercoxresinandosteoblastcellsamplespreparedbydigestionwithtrypsinwere

observedunderascanningelectronmicroscope.

Theresultswereasfbllows:

Theno㎜alperiostealvascUlarnetworkinthetibiashowedadoublestruc加reintheCo煎olgroup.In血eouterlayer

ofthebone,smallveins((liameter:8-33μm)andarteries(25-75μm)were(listributedinparallelwhilebranc■mg,and

somebloodvesselsformedacomplex,densemesh」ntheDefectgroup,newcapillarybloodvesselsformedameshin

thedistalbone-defectiveregiona皿ddistalperiostealouterlayer.IntheDefect+Exgroup,thevascularnetworkconsisted

mainlyo£smanarteries,andanewvascularnetworkwasconstmctedintheperiostealouterlayernearthebone-defect

region.Inaddition,仕 血newcapillarybloodvessels(1-10μm)formedadensenetworkproXimaltothecalcifiedmanix

ofnewtrabecUlae.

Theabove丘nd血gssuggestedthatthebonedefectintheDefect+Exgroupwasrepairedbycallusfbrmation,basedon

theappearanceofcalciumgranUlesandmicrovascularco皿stmction.Inco伽st,intheDefectgroup,nocallusformation

wasnoted,sugges血gthatthedefectwasrepairedbyenchondralossification.Inaddition,itwasclarifiedthattherepa〔ir

ofosteoblastSandmicrovascUlarconstuctionplayimpo血antrolesintheinductionofmatrixformation.(J.SportSci.

Osteo.Thera.,15(3):153-158,March,2014)

Keywords:rat(ラ ッ ト),circUlarbonedefectmodel(円 形 骨 欠 損 モ デ ル) ,exercise(運 動),microvascular(微 細 血 管),

scan血gelectronmicroscope(走 査 型 電 子 顕 微 鏡)

【目的】

骨折治癒過程は、血腫形成に始まり炎症反応、膜内

骨化、軟骨形成、内軟骨性骨化の経過を辿り、骨の再

構築により完了する1)。骨折治癒の促進効果として、低

出力超音波パルス(LIPUS)に 関する臨床的報告2)が な

されている。骨折治癒の促進要因は、一種の機械的刺

激であることを示すものである。一方、皮質骨の欠損部

の修復は、骨折とは異なる修復が考えられる。その機序

としては、早期の血管形成が重要で、初期に形成され

た微小血管構造が後に形成される仮骨の微小構造構

築に重要な役割を担うからである。臨床的に用いられて

いる創外固定システム3)は 、体外で骨折部を安定化さ

せることから発展し、目的に応じて骨折部の力学的環境

を体外でコントロールできるものである。創外固定器に

よる仮骨部の力学的環境の変化は、変位あるいは加重

を仮骨部に与える。骨に生じた欠損や骨折後の骨再生

過程は、欠損部の形状や寸法、周囲組織の形態、骨髄

の流入や血管新生などの生物学的因子と海綿骨への
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力学的要因の影響を受けることになる。インプラント埋

入実験4)や 、自家骨移植 帥による骨欠損の修復過程に

関する検討によると、骨の欠損後は骨折後の損傷と同

様に炎症反応が起こるが、骨基質の修復過程は骨折治

癒過程とは異なり、骨の損傷部は軟骨仮骨が構成され

ずに線維性の骨基質が形成され欠損部が癒合した後

に基質が形成される4}5)。ところが、骨欠損により損傷し

た部位は、損傷した骨芽細胞の修復過程や骨基質の

形成過程における骨内外の血管網溺不可欠で、仮骨

形成から骨基質の石灰化、骨改造という一連の骨基質

形成の機序 田を段階的にたど切、骨は本来の形態に修

復される。この骨癒合過程での血管新生に関する形態

学的研究は少ない 欄 。骨欠損修復過程の損傷周囲と

骨基質内部において、新生血管がどのような機序で骨

形成に関わるのか、また、欠損部にかかる力学的負荷

による骨癒合過程での血管形成の観察は興味のあると

ころである。そこで、本研究は、実験モデルとして単純な

骨欠損モデルを作成し、運動による力学的負荷が骨欠

損領域の血管及び骨再生に及ぼす影響について検討

を行った。

【方 法 】

L実 験 動 物

実 験 は 、13週 齢 のSprague-Dawley系 雄 ラット(n;56,

日 本SLC,浜 松)を 用 い て13週 齢 か ら17週 齢 まで 、4

週 間 の 実 験 を行 っ た 。そ の 内 訳 は 、骨 欠 損24時 間 後

DefectSt(n・7)、 比 較 対 象 として 、Control群(n=7)、 骨 欠

損2週 後Defecttt(n=7)、Defect+Exercise群(Defect

+Ex,n=7)、Co血ol群(n=7}、 骨 欠 損4遍 後Defect群

(皿=7>、Defbct+Exerciseff{Defect十Ex.n≡7)、Contrel群

(n=7)の 計56匹 とした 。

な お 、本 実 験 は 、 日本 生 理 学 会 の 制 定 した 「生 理 学 学

領 域 に お け る動 物 に 関 す る 基 本 方 針 」お よび 大 阪 体 育

大 学 の 動 物 実 験 に 関 す る倫 理 規 定 を厳 守 し実 験 を 行 っ

た。

2.飼 育 方 法

飼 育 室 の 温 度 は24℃ 、湿 度40%か ら6Q%に 維 持 し

た。明 暗 サ イ クル は8:00-・20=00を 明 期 、20=OO--8=OOを 暗

期 とした 。飼 料 は,RodentLabOTateryDietEQ(日 本

SLC、 浜 松)を3eg/day,水 〔水 道 水)は 自 由 飲 水 させ

た 。

3.骨 欠 損 モ デ ル の 作 成 法

ラット骨欠損モデル は、安 達ら ηの方法 を応用 し、ラッ

トをPentl[,arbitalSodium麻 酔 下において、ラット左膝関

節から脛 骨の長軸方 向にノギスを用い15㎜ 計 測し、

骨欠損 部を設定 した。その後 、脛 骨骨 幹部の内側面 を

切 開 し、骨 表 面を露 出 させ た。そ して、生 理 食塩 水

(4℃)を 滴 下 しながらダイヤモンドバ ー を用 いて直 径

14㎜ の円形 の骨欠損 を作成 した。切開した部位 は、

直ちに消毒後.手 術糸 にて縫合 し、感 染防止のため適

宜消毒を行った。

4.運 動負荷

Defeet+Ex群 のラットの運動 は、小動物用 トレッドミル

(繊 一73,夏 目製作所製)を用い、骨欠損3日 後から週5

日の頻度 で17週 齢まで走運動を行 わせた。

ラットの トレッドミル での走運動 は、ラット飼育条 件の

暗期の時 間帯 に運動時 間を設 定した.運 動強度 は、走

行速度を13週 齢時=14m/min、14週 齢時=16皿/min、15

週齢時;18m/min,16週 齢時:20m/minと 週毎 に漸 増

した 運 動 を 負 荷 し 、運 動 頻 度 は30min/d且y、

5times/weekと した。

5.血 管鋳型 標本 の走査型 電子 顕微 鏡観 察試 料の 作

製(SeanningEleetronMicroscorpe=SEM〕

骨欠損24時 間後 、2週 後 、4週 後 にPentbarbital

S。dium麻 酔 下 にて開胸 し、左 心 室か ら生理 食 塩 水

(4℃ 〉にて灌 流を行った後 、Karnovsky固 定液(pH7.2,

`℃)に より灌流 固定を行 うた。その後 、腹大 動脈 よリカ

テーテルを挿入しMerc。x(大 日本インキ(株),東 京)の

主剤(メ ルコックスCL-2R)2emiに 対 して硬 化剤(MA〕

5mlを 加 え合 計25mi注 入 した。そして、樹脂硬化 後、脛

骨 を周囲 の筋組織 とともに採 取 し、実体顕微鏡 下で割

断 した後 、2.5%gユutaraldehyde燐 酸緩衝液(pH7.2,4℃)

にて5日 間固定した。そして、蒸 留水 にて12時 間水洗

した後 、4%次 亜塩 素酸ナトリウム水溶液(37℃)に て 了2

時 間浸漬、組織 を溶 解し、骨欠損部の血管鋳型試料 を

作成 した。そして、上昇エタノール 系列(50"6,70%,8096,

90%,90%(oΨernight),95%,99%,99%,100%,100%)で 脱水

後,臨 界点乾燥(臨 界点 乾燥装置,TOPCON)を 行った。

その後 、金蒸着(SC7610,TOPCON)を 施 し、走査型 電

子顕微鏡(DS-600,TOPCON)を 用いて観察 し、撮影を

行った 帥。

1実験結果】

L走 査型電子顕微鏡(SEM}観 察
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脛骨骨基質表面のSEM像 では、脛骨内部の正常骨

膜血管網は、二重構造を呈していた、骨外層の正常血

管網は、放射状に分枝した毛細血管により骨内膜の毛

細血管網が作られている像が認められ、小静脈値 径8

μm～33μm)と その間を小動脈(直径25μm～ 了5μ皿)

が分岐しながら縦走し、一部が入り込んだ密な網 目の

形成が観察された(図1)c

骨欠損24時 間後の骨欠損部において、縦走または

横走する血管の連続性は破綻し、骨膜血管網の粗な像

が観察された(図2)。

Defect十Ex群 においては、血管網の破綻 された部位へ 、

骨 欠損 周囲か ら直線 的に縦 長の毛細 血管の伸 展 が観

察され 、一部で血管枝の吻合 が認 められた(図6)。

図3,翌 骨骨欠損2遇 置DeteCt辟 の骨央揖周辺部SEM像

園1.腫骨骨凸質轟面の正常血管距M燥

正糟骨膜血賢鯛値二■構遭専且」,緬動臓から毛植血署へ駐行し,骨属童倖電密な

綱工柳遣を且すも愉由唱曜宴され臨
欄Br四 嘲

曲 叫 鳳岬

骨藍禍鼠』齢で睦.骨嬬雌に菖質伊融庄され,ていくMtAlと‡彫の石filt襯造物即観舜され,
た旧}.

a㎝ 魔胃q醐tSs4用

図4,脛 骨骨史損2避 懐1珀teCt+E:群e〕 骨火損眉辺卸5E酔 像

国2,脛 骨骨Pt損24時 面管D阜fect#の 血管且E醐 塾

骨藍槻部にお」、て,耀走またh困 走Ψ6M暫 帥濯珊惟嬉豊碗」 骨㎜ 冒繭の
紹な偉押蟄察さ牝た,

骨 欠損2週 後Defectevの 骨欠損周辺部では、骨梁

状 に基質が形 成され ていく像{図3-A)と 大形 の石灰 化

構造 物が観察された(図3-B)。Defect+Ex群 は、骨欠損

周 辺 部 に大 小 様 々 な吸 収 窩 の存 在 が 観察 され(図

4-A)、 仮骨様の構造 物 と石灰 化顯粒 が認 められた(図

4-B)e骨 欠損2週 後Defeetffの 血管は、骨欠損 部をと

り囲むような走行がみ られ、血 管網の破綻された部位へ、

骨欠 損周囲から毛細血 管が樹枝状 に枝を伸 ばしながら

種kの 方 向へ伸 展されていく像 が観察された(図5)。

矢蝸麗辺鄙1=六'卜様身廓喉虫寵o拝 柱槻 粛富乳い).価 骨挿a}輔造物`石 匹化転触
Pt■嘱害柑=但 」.

図5,展 骨骨弐柵2遇 徳D帥9副 群の血管s巨柵 象

"1」 … 」摩割四唱

骨兜撞畠野睦.嵐 ■鋼o憩 鍵甜Lた 郵位へ.Pt蝸 局圃齢ら唱胴血暦if樹Ettに 枝壷停
d±しな部ら噛々m方 晦へ伸風さ」TrL,(偉那観寮書託赴,

闇蜘
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骨欠損4週 後の骨欠損部において、粗であるが未発

達な毛細血管の円形もしくは四角形の網工構造が観察

され、骨欠損部局所で血管網を伸展する像が認められ

た(図7)。Defect+Ex群 の骨欠損部において、毛細血

管が放射状に分枝し広範囲に血管枝を伸展させる像が

観察され、その形態は直線的であり、骨欠損部位に伸

展する多くの血管枝像が認められた。また、骨欠損骨膜

外層には、小動脈と新生血管網を主体とした血管網工

が構築され、新生骨梁の石灰化基質近傍に1訓m～10

μmの 細い新生毛細血管の密な網工形成が認められ

た(図8}。

國7脛 骨骨火損4逓 櫨Omct#op血fSE踊 慢

脅皇■凹1二おいて.組唱轟蚤雌衆艶遭なt顧 ●曽O円"も しくltfl向"O網 工構遭部
■察され,気犠幽島漸で血曽網曲 屋す稽 押認めも乳距

面睾塵骨脅火損`畜笹ロ.恥叶E頑 阿}塵讐SEM像

骨弐撮鼻1;おいて,㎝ 畳削虞射壮に研橿L店 ■曙1に自曽甘を伜凪甘=い{像 雌盟
冒さn.モ 由"mt韓hr島 り彊穽しtい 各塩禍畠位一一"o白fttpttt押 れTLi"n
泄囲められた

啄■㎝向

【考察】

傷 害あるいは欠損 した組 織 ・臓器 に対する再 生 医療

のひ とつ として、組 織 工学 手法 により組織 臓 器 を再構

築し移植する新たな治 療法の研究が盛んに行われ てい

る 捌 、しかしながら.骨 など細 胞密度の高い組 織の再

生に関しては、血 管のネットワークが再生組織 内 にいか

に新生するか が重用な課題 となる。今回 、1.4mmの 骨

欠 損を行oた2週 後のDefect群 とDefect+Ex群 の骨表

面 の比較では,Defect+Ex群 の頸骨表 面は凹凸を示L、

穎粒と大小様たな吸収窩が観察され、骨欠損部周辺の

血管網は、欠損部周辺を取り囲むような形態を示した.

一方
、Defect群は、欠損辺縁から25eμm離 れた部

位に血管網が観察された。そして.穎 粒と吸収窩が小さ

かった。この穎粒は、骨 基質表面に多数存在し、一部

は、破骨細胞による吸収窩と思われるものと、骨芽細胞

からの基質小胞によるもので高いアルカリフォスフォタ

ーゼ活性を示すことを構造物であると思われる
。この基

質小胞は、骨基質中でカルシウムと無機リン酸を取り込

み非血漿性リン酸カルシウムを形成し、次第にハイドロ

キシアパタイトが形成されたものと思われる。そしてハイ

ドロキシアパタイトの増大により基質小胞の膜構造は破

壊され、コラーゲン線維状に石灰化層が形成され骨改

造機構における骨形成・骨吸収の細胞代謝の活動期は、

Defect+Ex群 の方が速いことが伺える。さらに、骨欠損

部より離れた部位においては、石灰化が進行し、骨表

面は平坦で滑らかであった。そして、骨小腔が存在し血

管孔を中心として輪状な網工を示していた。骨の内部

構造や外部形状は、再生あるいは骨モデリングの過程

において、周囲の力学的環境に対して適応的に変化す

ることが知られている 】。澗 。骨に生じさせた欠損の角度

や摩擦熱による傷害が欠損後の再生過程の形状や修

復の大きさ、周囲組織の形態のみならず、骨髄の流入

や血管の伸展等、種身の生物学的因子や周囲の力学

的因子が大きく影響を与え、仮骨の形成が成されてい

た。このことは、軟骨部分が内軟骨性骨化により骨化し、

未分化間葉系細胞部分は、膜性骨化により骨化したも

のと考えられる。骨折の場合、骨基質が損傷 、破壊され、

骨細胞や骨膜、骨内膜の断裂が起ったり破損した骨片

坦転移することもある。そして、血管は、骨の破綻部の

近傍で切断されて出血が生じ、その結果、血餅が形成

され、損傷部位から血管吻合部までの血行の停止が生

じる。また,損 傷部位のみでなく、損傷部位周囲のハバ

ース管系)!〕に血液が送られなくなり
、骨細胞が死滅する

ため、損傷の範 囲は大きくなる。ところが、今回の骨欠

損実験は、骨髄や骨膜は血管系が豊富なので、それほ

ど損傷部位の拡大が大きくないと思われる。その為、そ

の周辺部位のババース管系に血液が供給され、骨細胞

核の濃縮と細胞が溶解されず、骨小腔から骨細胞への

影響が小さかったことも考えられる。その結果、運動によ

る力学的負荷に対して海綿骨 内の骨細胞から骨芽細

胞へのシグナル伝達により骨芽細胞の活性を高め、骨
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改造が行われたものと思われる。

骨欠損4週 後の骨欠損部表面の血管網工は、形態

も大きさも一定しない不規則であったが、Defect+Ex群

はDefect群 よりも骨吸収窩が骨表面で見られた血管網

工は密で、血管枝の多くが観察された。骨欠損部に生

じた無血管領域での血管構築と仮骨形成との間に時間

的ずれには、運動による力学的負荷の影響も大きいが、

血管形成の最初に生じるイベントは、無血管領域にお

ける血管内皮細胞の集合と管腔形成であり13)、内皮細

胞の周 囲を襲細胞が裏打ちして構造的に安定な血管

が形成される。血管の壁細胞の離脱と血液細胞の濾出

は、骨欠損により生じることは疑う余地はない。次いで、

血管新生の発芽であるが、4週 後には襲細胞の接着、

血管新生終了といった経過をたどったものと思われるが、

局所で低酸素状態が生じたことが考えられる。通常の

酸素状態では、内皮細胞は襲細胞が恒常的に分泌す

るAng1(angiopoietin1)に より、内皮細胞と襲細胞の接

着が保たれているが、局所での低酸素が生じると血管

内皮からAng1の アンタゴニストであるAng2の 産生が高

まり、Tie2の活性化を一時的に抑制して内皮と襲細胞と

の接着を抑制する。そして、襲細胞の解離により移動が

可能になった内皮細胞は増殖し、血管を覆っていたマト

リックスを消化して局所に進入していく14)。すなわち、欠

損後に発芽的血管新生が始まり、虚血や低栄養部分に

血管網を形成し、再度襲細胞の内皮細胞への接着が

誘導され安定化する。欠損後は、あたかも血管を必要と

する領域を目指して移動している像が観察されたが、血

管内皮細胞がどのように内軟骨性骨化の局所に入り込

んでいくかについては不明である。ただ、骨随や骨膜は、

血管系が豊富なため損傷部位 は、それほど拡大せず

骨髄や骨膜の細胞が元の損傷範囲を超えて欠損する

ことはないと思われる。このため、仮骨表面とその周囲

の軟部組織との間で血管新生に違いが生じたのかも知

れない。骨折後の骨改変は,骨 吸収に働く細胞が主役

で1)、Jingushi,Sら15)は、生体において骨折部に成長因

子を投与し組織学的変化から、生体内における局所制

御 因子として成長因子の重要性と臨床応用への可能性

を示唆している。一一方、ラットの大腿骨を低出力超音波

パルス刺激16)一が骨折治癒を促進させることも確認され

ているが、血管新生や分子細胞生物学的な細胞反応

については検討が行われていない。さらに、骨折牽引

モデルを用いた実験17)によると、骨折部の牽引は仮骨

組織の軟骨細胞や骨芽細胞の分化に影響を与え、骨

折断端遠位部の骨密度を高め、牽引刺激が類軟骨構

築後の吸収と形成を促進させることを指摘している。こ

のことは、骨折面での間欠的な刺激(荷重)は、骨形成を

促進させ骨芽細胞の活性を増加させることを示唆するも

のである。運動による力学的負荷の影響が血管新生や

細胞反応に及ぼす影響については、力学的負荷(メカ

ニカルストレス)の 種類 によりシグナル分子が異なり、

且uidflowのようなshearstress18)19)の方がゆがみ応力に

比べて変化が大きいことも考えられる。通常の力学的負

荷(メカニカルストレス)において、shearstressあ るいは

変化が伴う応力が重要であるか十分明らかではない。

いずれの応力が働くとしても、細胞表面や骨格を構成

する分子が変形に曝されなければならないことになる。

その場合、複数の機構により力学的負荷(メカニカルス

トレス)のシグナルが相互作用しながら伝達される可能

性も考えられる。また、運動 による力学的負荷の強度や

頻度が骨基質の変形に影響をもたらし、細胞修復のシ

グナルの大きさが骨基質形成の促進や血管新生に大き

くかかわることが明らかになった。

これまで、臨床的に可及的な整復や固定を行い、実

際の治癒は生体反応に期待することが骨折治療の原則

であったが、近年、低出力超音波パルスや創外固定器

治療による反応を積極的に促進する手段が増えている
2)3)6)ことから

、運動による力学的負荷が骨形成部の血

管新生のみでなく、仮骨の形成に深く関与している可

能性が示唆された。
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レジリエンスの高低からみた高校生の対人ストレスイベントと

ストレス対処行動
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Abstmct

'lh
epurposeofthisstudywastocompareinterpersonalstresseventsandstresscop血gbehaViorrelatedtohighandlow

levelsofres皿ence.Thisresearchwascarriedoutasaninvestigationof460highschoolstUdentS(boys=228,gkls=232),

Theresultsshowthatstudents,bothgirlsandboys,withhi帥erresihencewhichdon、othave血e耳)ersonalstresseventSin

comparisontothatstUdentSWi止lowerres血ence.Thoseboyswhoscoredhighinresdiencechosefivequestionnaires

includng``IthhikitoverandIchangethewaysofthinkingandviewpoints."f()rpositivestresscop血gbehaviorhl

additioggirlsWi曲 創lres田encechose㈱ques亘o甑ressuch認"Ithinkitoverandchangemywaysoflookmgat

t1血gs."fbrpositivestresscopingbe】raVior.OntheotherhanqboysWithlowresdhencechosetWoquestionnairesinclud血g

``endurethesitua廿onwithoutdohlgany血 血9"f()rnegativestresscopingbehaVior .Furthermore,boyswithhighres血ence

chosethreequestionnaires血clud血g"decidenottowonyaboutthema廿ersomuch".GirlswhohavelowresiHencechose

"tokeepangerdownandbefhustrated"ando血erthree(】 μestionnaires
.Besides,girlsWithhighresihencetendedtoact"not

tobeoverlyemotional".From止isstudy,studentswithhighres皿enceareobservedtohavelessintelpersonalstressevents

andhavebetterstresscopingbe】bavior.Therewerenotabledifi7erencesbetweenhighandlowlevel(s)ofresihencehl

positivestresscoP血gbehavioramongboys,andi【1negadvestresscoP血gbehavioramlonggtrls.(J=SportSci・Osteo・

Thera.,15(3):159-169」 〉㎞ ・ch2014)

KeyWords:高 校 生(珊ghSchoolStUdentS),レ ジ リエ ンス(Resdhence),対 人 ス トレスイベ ン ト(lnterpersonalSt(essEvents),

ス トレス 対 処 行 動(StressCopingBehaVior)

1.は じめ に

レジリエンス(resilience)とは,困 難 で脅威 的な状 況に

曝 されることで一 時的 に心理 的不健康の状態 に陥って

も,そ れを乗 り越 え精神 的病 理を示 さず,よ く適応 して

いる状態 のことを指す概念1)とされている。我が国で は

比較 的新 しい概 念であり,日 本語 としては精神 的 回復

力 と訳 され ている。石原ら2)や長 田ら3>は,様 々なストレ

スイベントやネガティブな出来事 に遭遇 しても,す べ て
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の人が抑うつや 不適応状態 に陥るわけではなく,それら

を乗り越えて適 応 していくこと溺できる人 がいる。そのよ

うな人 をストレス反応 やネガティブな出来事 から立ち直

ることができる入,す なわち 「レジリエンスが高い人」とし

てとらえている。我 々は多くの悩 みや ストレスの 中で生

活 してお り,それらに効果 的に対 処できる行 動がとれる

ような能 力(ス キル)を 獲得 することは極 めて大切で あ

る。その一つ がレジリエンスであり,青 少 年 に獲得 が望

まれ るスキルである。本研 究 では,原 ら4〕の研 究 に倣

い,「困難な状 況に直 面してもうまく適応 する,あ るいは

回復 を導く心理 特性」と定義することとする。

服 部ら5〕は,高 校生の対人ストレスイベ ントとストレス対

処行 動の調査を行い,対 人ストレスイベントとして「あまり

親 しくない人 と会話 した」と回答す る割 合が71.10/。 と高

く,ストレス対処の方 法では 「信頼 できる人 に相 談する」

の割合 が高かったと報告している。また,積 極的対処得

点はレジリエンス高群力沖 群,低 鮮 に比 して高 く,レジリ

エンスの高低 によって積極 的対処行動が異 なることを報

告している。

また,服 部 ら勉ま,大 学生の対人ストレスイベントとスト

レス対 処行動 の調 査を行 い,対 人ストレスイベ ントを経

験したこと演ある者 は男子より女子 に多く,それ らをつら

いとした者 も女子 に多いことを報 告している。大学生 に

おいても,レ ジリエンス高群の積 極 的対処得点 は低群よ

り高く,レ ジリエンスの高低 によって異なるととを報 告し

ている。

我 々は,毎 日の生活を送 るうえで多くの対人ストレスイ

ベ ントを経 験し,時 には落 ち込んでも立ち直っているこ

とは 日々体験 してお り,レジリエンスの高い者 はうまく対

処 している5)6)7)。とすれ ば,レ ジリエンスの高い者 がど

のように対人ストレスイベントを経験 し,ど のように対処 し

ているかの 特徴を明らか にすることは極 めて重要で あ

る。

そこで,本 研 究では,高 校生の対人 ストレスイベントと

ストレス対 処行動 を調 査して,レ ジリエンスの高低 によ

り,① 対 人ストレスイベントの経験 に違 いがあるのか,②

ストレス反応 に違 いがあるのか,③ ストレス対処行 動 に

違いぷあるのかを比較検討した。

皿.研 究方 法

1.調 査対象

調査対 象 は愛 知県の地域 の異なった3地 区,す なわ

ち尾 張地 区,三 河 地 区,名 古屋 地 区の高等 学 校各1

校,計3校 の1年 生～3年 生510名 であり,性 別とレジ リ

エンスに欠損値のない460名(男 子228名,女 子232

名)を 最終分析 対象者 とした.

2.調 査期 間ならびに調査方法

調査は無 記名 質問紙 法により平成24年6月 に各高等

学校の保健体 育の授業 時に実施し,回 収 した。

3.調 査 内容

(1)レジリエンス

レジリエンス尺度 は,小 塩 ら1}の精神 的 回復 力尺 度

(21項 目)を使 用した。

(2)対 人ストレスイベ・ント

橋本8)の対人ストレスイベント尺度30項 目といじめられ

た経験 の項 目を加 え31項 目で調査した。

(3)ス トレス対 処行動

宗像9}の ストレス対処行 動尺度(積 極 的対処行動8項

目,消 極 的対 処行動9項 目)17項 目を使用Lて 対処行

動 の程度を調査した。

4.分 析 方法

{1)レ ジリエンス

レジリエンスは,① 「はい」,② 「どちらかというとはい」,

③ 「どちらでもない」,④ 「どちらかといえぱいいえ」,⑤

「いいえ」の5段 階(5点 ～1点)で 回答させ,逆 転 項 目は

配 点 を逆 にして合計をレジリエ ンス得 点 とした。高得 点

ほどレジリエンス(精 神 的回復 力〉が高 いことを意 味 す

る。高校生 のレジリエンスの結果 については先の研 究51

で報告 しているので本 研究では省 略する。

(2)対 人ストレスイベント

対人ストレスイベ ントの経 験があると答えた項 目数 の合

計 をストレス得点 とし,経 験 があった揚 合にはそれボ 自

分に与えた影響を① 「全く気 にならなかった」,② 「あまり

気 にならなかった」,③ 「つらかった」、④ 「非常 につ らか

った」の4毅 階(1点 ～4点)で 回答させ,合 計をつらい得

点とした。高得点 ほど対人ストレスイベントが 「つ らい」こ

とを意味する。

(3)対 人ストレスイベントの下位尺度 の得点

近藤 らユ。)は橋本s}の 対人ストレスイベ ント尺度(30項

目)を使用 して,高 校 生の対人ストレスイベントの因子分

析を行 い,① 対 人葛藤(10項 目},② 対 人摩耗(9項

目),③ 対人劣等(7項 目),④ 対人意識(3項 目}の4因

子を抽 出した。そこで,本 研 究では,こ の4因 子ごとにス

トレス得 点を算 出して,そ れぞ れ,① 対人葛藤得 点,②
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対人摩耗 得点,③ 対 人劣等得 点,④ 対人意識得 点とし

て比較した。

近藤 ら10)は,① 対人葛藤 項 目とは 日常生活で 時々起

こる社会 の規 範からは望 ましくない顕在 的な対人 葛藤

に関するもの,② 対人摩耗項 目は 日常のコミュニケーシ

ョンにおいて頻繁 に起こる社会規 範からさほど逸脱 した

ものではないが,配 慮や気疲れを伴う対人関係がストレ

スをかけている事態 に関するもの,③ 対人劣 等項 目は

対人 関係 にお いて劣 等感 を触 発す る事 態やスキル の

欠如などに関するもの,④ 対人意識項 目は知人 が 自分

のことをどう思っているか,知 人 に嫌な思いをさせていな

いかなど対人意識 に関するものとしている。

(4)ス トレス対処行動

積 極 的対処行 動 は各々の行動 を① 「たいていそうす

る」,② 「しばしばそうする」,③ 「そうしない」の3段 階(3

点～1点)で 回答させ,合 計 を積極 的対処 得点とし,消

極 的対処 行動 は各 々の行動 を① 「かなりそうする」,②

「まあまあそうする」,③ 「そうしない」の3段 階(3点 ～1

点)で 回答させ,同 様 に合 計 したものを消極 的対 処得

点とした。

(5)ピ アソンの積 率相 関分析

レジリエンス得 点と積 極 的対処 得点,消 極 的対 処得

点,ス トレス得 点ならび につらい得点 間のピアソンの相

関係数 を算 出して相 関関係 を比較 した。

5.比 較方 法

デ ータ処理 に当たっては統 計パッケージIBMSPSS

StatisticsVer.21を 使用 した。回答の割 合の比較 には

z2検 定を,2群 間の平均値の差の検 定にはt検 定を,

多群 間 の平均 値 の差 の検 定 には一 元配 置分 散 分析

(Bonferroni)を 使用 し,有 意確率は10%未 満 とした。本

研 究で用 いたレジリエンス尺度,対 人ストレスイベ ント尺

度 ならび にストレス対処尺度 はクロンバ ックの α係数 に

より信頼性を確認 した。

皿.調 査結果

1.レ ジリエンス得点 と群分 け

レジリエンス得点 の平均値(S.D.)は 男子70.1(11.5),

女子72.1(11.5),全 体71。1(11.5)で あり,性 差 はみられ

なかった。本研究では高校生のレジリエンスの高低から

対人ストレスイベントとストレス対処を比較するために,レ

ジリエンス得 点の平均値 ±1S.D.で3群 に分けた。すな

わち,83以 上(71.1+11.5=82.6)を 高群,59以 下(71.1

-11 .5=59.6)を 低 群,そ の 中間(60～82)を 中群 とし

た。その結果,そ れぞれの人数は高群69名(男 子33

名,女 子36名),中 群305名(男 子147名,女 子158

名),低 群67名(男 子38名,女 子29名)と なった。レジ

リエンス尺度の信頼度係数 αは0.723で あった。

2.レ ジリエンス3群 からみた対人ストレスイベント

表1に 示すように,男 子のレジリエンス3群 からみた対

人ストレスイベ ントでは,「相 手が嫌 な思いをしていない

か気 になった」をはじめ8項 目に有意 差がみ られ,い ず

れも高群が低かった。男 子の対人ストレスイベ ント尺度

の信頼度係数 αは0.931で あった。

表2示 すように,女 子 のレジリエンス3群 からみ た対人

ストレスイベントでは,「知 人が 自分のことをどう思ってい

るか気になった」をはじめ12項 目に有意差がみられ,い

じめの項 目を除いて,い ずれも高群 が低かった。女子 の

対人ストレスイベント尺度の信頼度係数 αは0.931で あ

った。

3.レ ジリエンス3群 からみた対人ストレスイベ ントの下位

尺度の得 点

表3に は男子のレジリエンス3群 からみた対 人ストレス

イベントの下位尺度 の得点を示した。対人劣等得点なら

び に対 人意 識得点 にお いてはレジリエンス高群 が低 か

った。表4に は女子のレジリエンス3群 からみた対 人スト

レスイベントの下位尺度 の得 点を示した。対人劣等得点

にお いては高群 が低 く,対 人意識得 点 にお いては 中・

高群 が低 かった。

4.レ ジリエンス3群 からみたストレス得点 とつらい得 点

表5に はレジリエンス3群 からみたストレス得点 を示 し

た。ストレス得点は女子ならびに全体 において高群 が有

意 に低かった。表6に はレジリエンス3群 からみたつらい

得点を示した。つらい得点にお いてもストレス得点 と同じ

傾 向であり,女 子ならび に全体 にお いて高群 が低 かっ

た。

5.レ ジリエンス3群 からみたストレス対処行動

(1)男 子 のストレス対処行動

表7に 示 すように,男 子のレジリエンス3群 からみ た積

極 的対処行動 では,「色 々考 え,見 方や 自分 の考 え方

を変 える」,「信頼 できる人 に相 談する」をはじめ5項 目

に有意差がみられ,い ず れもレジリエンス高群 の割合 が

高 かった。また,消 極 的対 処行動 では,「何もしないで

我慢 する」と「誰 にも相 談せず 悩み続 ける」はレジリエン

ス低 群が高 く,「それ をあまり心配するほどはないと決 め

る」,「物事 に感情 的に巻き込まれないようにする」,「お
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表1.男 子 の 対 人 ス トレス イベ ン トと して 「経 験 あ り」 の割 合{Ol。)

下位 レジリエンス3群

尺度 対人ス トレスイベ ン ト

低 群 中 群 高 群 全 体

人数(%) 人数(%) 人数(%} 人数(%)

② あまり親 しくない人と会話 した 25(65.君) 10君(735) 23(6卯) 156(71.6)

④ 知人ボ自分のことをどう思っているか気になった 24(63.2} 97(66.O) 19(57.6) 140(64.2)

④ 相手が嫌な思いをLて いないか気になった 25(65.宕) 臼呂(百6.7)# 15(45、5) 13呂{63.3)

②

一

自慢話など聞きたくないことを聞かされた 22{57守} q7{百6.0)# 15(455) 134(615)

① 知人と意見力宝食い違った 21(55.ヨ} 90(61.2) 19(57.`) i30{59.6)

③ 自分の言いたいことが相手に うまく伝わらない 26{65.4)牟 呂3(56.5) 12(36.4) 121(5∬)

② 嫌な人と会話した

一一

21(55.]) 93(565) 15(45.5) 119{54.6)

② 無理に相手に合わせた会話をした 2ヨ{60.5) きO{54.4) 14(42.4) 117(53.7)

② テンポの合わない人と会話 した 23(605) 73(49.7) 19(57.6) 115{52.君)

② 上下関係に気を使った 20(52,6) 76(51.7) 17(51.5) 113{5L9)

③ 会話中に気まずい沈黙があった 22(57.9)幸 ‡ 82(55.帥 9(27.3) ll3{51.呂 〕

㊨
一一

同じことを何度も言われた 17(44.7) 77152.4) 1き(545) 112(51.4)

③ 会話中何をしゃべったらいいか分からなくなった 23{605)‡ 72(49.o) 9(27.3) 1⑪4(47.7}

1

③ 知人に対 して劣等感を感 じた 17伽 一7>

一

76(51.7) 11〔33.3) 104(47コ)

6
一

知人に誤解 された 19(474) 7亘(49.3)* 呂{242) 97{44.5)

④ 知人に嫌な思いをさせた 14(36.呂) 73(49、7)躍 9(273) 96(44-O)

① 知人が無責任な行動をした 15(39.5) 63(42.9} 12{窪6.4} 9⑪{4L3}

① 知人に嫌な顔をされた 16(42.1) 62{42.2) 10(30.3} 駆(4⑪.4)

好意的な知人の誘いを断った 14(〕(軋呂) 65(44.2〕 9(27.ヨ) 芒呂(40.4)

② 知人に深入りされないように気をつかった 12(31、 唇) 32{35.4) 9(27.ヨ) 刀{33.5)

② 誰解悪いわけでもないのに謝った 13(34-2) 50(34.① 9(27.3} η{33.O)

① 知人から責められた 14(ヨ 丘呂)

一

50(34.① 9(242) 72{33.o)

① 約束を破 られた 15(3皇5) 4呂(32.7) 8(24.2} 71{3Z.6}

6
一

どのように付 きあえぱいいのか分からなくな・った 14(36.呂) 50(34.0) 6(18.2) 70(32.1)

③ 親 しくな りたい相手と中々親、しくなれなかつた lo(26.3) 51(34.7) 臼(27.3) 70{32.D

③

一

周りから疎外されていると感 じることがある

一

13(ヨ4、2) 52て3i4)‡ 4(12.1> 69{31.7)

① 知人に無理な要求をされた 13(342) 39{2岳 、51 虹27.3} 61128.①

① 知人のス トレス発散にっきあわされた ll(2呂.9) 40{27.2} 10(30.3) 61(28.①

① 知人に軽蔑された 10(26、3) 40{27.2} 7(21.2) 57{26.1)

① 知人 とけんかした 9(23-7) 3富(25.9〕 8(24.2) 55(25.2〕

/
一

ひどくいじめられたこと胆ある 一 7(13、4) 26(ロ.7} 雪{9.1> 36(16.5>

対象者の人数 3零(100.O)

一

147(100.O) 33qOO.O) 21君(IOO.O)

玉)対 人 ス トレス イ ベ ン トの 「あ り」 の 割 合 を レジ リエ ン ス・得 点 別 に 比 較 した 。

2)全 体 の 割 合 の 多 い順 に 掲 載 した 。

3)x2検 定,df≒2.**:PくO.Ol,*:P<O・05,#:PくO.;0

4)下 位 尺 度=① 対 人 葛藤 項 目,② 対 人 摩 耗項 目,③ 対 人 劣 等 項 目,④ 対 人 意 識 項 目

5)斜 線 の 項 目:因 子 分析 に よ って 削 除 され た 項 目(好 意 的 な 友 人 の 誘 い を断 っ た)と 対 人 ス トレス イベ ン ト尺 度

30項 目 に含 ま れ てい な い項 目(ひ ど くい じめ られ た こ とDSあ る)は 下位 尺 度 の分 類 か ら除 い た。
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表2.女7一 の 対 人 ス トレス イベ ン トと して 「経 験 あ り」 の割 合(ol。}

'卜位 レジ リ
エ ン ス3群

尺 度 対 人 ス トレス イ・ベ ン ト

低 群 中 群 高 群 全 体

人数{%) 人数(%) 人数(%) 人数(%)

④ 相手が嫌な思いをしていないか気になった 25(呂6.2) ll3(71.5) 26(η 一2) 164(73.5)

② あま り親 しくない人 と会話 した 21σ2.4) 114σ2.2) 23(6η) 15呂 σ0.q)

④ 知人が自分のことをどう思っているか気になった 25(ε62)‡ ‡ 1⑪6(67、1) 16(4生4) 147{65.9)

① 知人と意見が食い違った 22(759} 104(65,呂) 20(55.6) 1夏46〔65
.5)

③ 自分の言いたいことが相手にうまく伝わ らない 】7{5審.6>瑠 107(67.7) 16(44.4} 140{62.8}

② 自慢話など聞きた くないことを聞かされた 17(58.6) 102(6叫6)# 16(44-4) 135(百o.5}

② 無理に相手に合わせた会話をした 17(5呂.6) 93(5呂 、9) 17(47.2) 127{57.O〕

② テンポの合わない人と会話 した 1争(6i5) 89(563) 17(47.2) 125{56.D

③ 会話中に気まずい沈黙があった 21(72.4)桝 98(55.7) 11(30.6} 120(53-8〕

② 同 じことを何度も言われた 15(51.7) 呂9(55.7) 17(47-2>
一 一

120(53.呂)

② 嫌な人と会話 した 20(69.O)帖 B7(55.D 9(ユ5.o} 11石(52.0)

③ 会話中何をしゃべったらいいか分からなくなった1
1呂(硯.1)牌 呂5(53.呂) Io(27.8> 113(50.7)

③
「知人に対 して劣等感を感 じた

16(552)# 71{449) lo(27,8) 97(4ヨ.5)

③ どのように付きあえぽいいのか分からなくなった 1註(62.1)# 65{41.1) 12{333)

一

臼5(42,6}

② 上下関係に気を使うた

一

12(4L4)

一一

61(ヨ 呂.6) ユo{55」) 93(42.6)

④ 知人に嫌な思いをさせた 20〔 岳9.0>綿 65{4L1)
一一

7(19.4> 争ユ 〔41.3>

①
1知人に嫌な顔をされた

一 一

14(4君.3)

一

63(39.9) 14(38,9) 91(40.8)

② 知人に深入 りされないように気をつかった 11(37.臼) 62(392)

一 一

12(333) 君5(39,1)

②

一

誰溺悪いわけでもないのに謝った

一

呂(27.6)

一

63(29.9) 12(333) 呂3(37,2)

/ 好意的な知入の誘いを断った 1ヰ{48.3)‡ ‡ 62(39.2) 5(13.9) 1刷(3日)

③ 周 りから疎外されていると感 じることカ{ある 14(46.ヨ)# 57(36」) 君(22-2) 7臼(35.4)

① 知人に誤解された Io〔 き4,5) 55(ヨ4.9)

一

10(27.呂) 75(33.6)

③

一

親 しくな りたい相手と中々か親 しくなれなかりた 13(唱.君}卑 噌9(3Lo) フ(19.4) 69(309)

① 知人のス トレス発散につきあわされた 6(20.7) 5斗(ヨ4.2) 7(1覧4) 67(30-o)

I

I
① 知人が無責任な行動をした 11{37.9〕 45(2言.5) 10(27.3) 石6(29.唇)

① 約束を破られた 11{37.9> 47(29、7) 茜(訟2) 66(29.6)

① 知人から責められた lo(345) 38(24.1) 5(1ヨ9) 53(23.帥

① 知人とけんかした 7{24」 〉 32(20.3) 5(13.脅) 4可(1卯)

① 知人に無理な要求をされた 7(2叫 」) 26(16.5)
一

叫{ll.1} 37(16-5}

① 知人に軽蔑された 5q72) 2ヨ(14.6) 6〔16.7} 34{15.2}

/ ひどくいじめられたことがある 7(24」)# 15(孚.5) 5〔1ヨ.9) 27〔12.1)

対象者の人数 29q⑪0.O) 15書(100.O) 36(loo.o) 2231100-O)

1)対 入 ス トレス イ ベ ン トの;あ り」 の割 合 を レジ リエ ンス 得 点 別 に 比較 した。

2)全 体 の割 合 の 多 い順 に掲 載 した"

3)X2検 定,dl-2,**=P<O.Ol,*:PくO.05,#=P〈O、10

4)下 位 尺度=① 対 人 葛藤 項 目,② 対 人摩 耗 項 目,③ 対 人 劣等 項 目,④ 対 人 意識 項 目

5)斜 線 の項 目=因 子分 析 に よっ て削 除 され た 項 目(好 意 的 な 友 人 の誘 い を断 っ た)と 対 人 ス トレス イ ベ ン ト尺 度

3⑪項 目に 含 ま れ て い ない 項 目(ひ ど くい じめ られ た こ とが あ る)は 下 位 尺 度 の 分 類 か ら除 い た。
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表3.男 子のレジリエンス3群 か らみた対人ス トレスイベン ト下位尺度の得点

原著論文

一

得点

レジ3群

対人葛藤得点 対人摩耗得点 対人劣等得点 対人意識得点

平均(SD) 例数 平均(SD) 例数 平均(SD} 例数 平均ISD) 例数

低 群 37(ヨ.4〕 兇 4.6(2.7) 3巳 3.3(23) 3ε 1.7(1、1) 3$

中 群 3.7(3.O} 1417 4コ(2.呂) 147 3.2(2.4) 147 19(1.D 1ヰ7

高 群 3⑪(30) 33 42(2.7) 3ヨ 1.9(■3) 3ヨ 1,3(1.3) 33
一

全 体 ヨ.6〈3、1) 21言 13.2(7、8) 21喜 3-o(2-4) 215 1.7(11) 21呂

一元配置分散分析
Ns. N,S. P〈001 P〈O、IO

多重比較 N.s. N、3. 低 ・中 〉高 N.S,

表4,女 子の レジリエンス3群 か らみた対人ス トレスイ・ベン ト下位尺度の得点

得点

レジ3群

対人葛藤得点 対人摩耗得点 対人劣等得点 対人意識得点
一

平 均(SD) 例数 平 均(SD) 例数 平均 〔SD〕 例数 平均(SD) 例数

低 群 き.6(2.7) 29 4.宕(2.日) 29 生o(■4) 2q 2.4(O.呂) 29

中 群 ヨ、1(2.帥 158 4.9(23) 15信 3-3{2.2) 158 1.9(1.1) 159

高 群 2.5(2、7) 36 40(2.5) 36 2,1{2,3) 36 1.4(1.1) ヨ6

全 体 ヨ.o(2.ε) 223 4.7(2.7) ユ23 22(23) 223 L富(11) 223

一元配置分散分析 N.8, N.3、 P<o.Ol P<0.01

多重比較 N.&

一

N.S. 低 ・中 〉 高 低 〉 中 ・高

表5.レ ジ リエンス3群 からみた対入Zト レス得点

得点

レジ3群

男 子 女 子 全 体

平均(3D) 例数 平均{SD) 例数 平均(SD) 例数

低 群 13.9{宕.5) ヨ8 15.6(7.5〕 29 14.6(3,1> 67

中 群 14-o(9.5) 147「 1ヨ.5(7.7} 15茜 13コ(呂.1) 305

高 群 lOI7(7.9) 箪 lo.1(7.帥 36 10.4(7.8) 69

全 体 13」(54) 21a 132(7.呂} 223 13.4(呂.D 441

一元配置分散分析
N.s, PくO.05 PくO.Ol

多重比較 N.S. 低〉高 低 ・中 〉高

表6.レ ジ リエ ン ス3群 か らみ た つ らい 得 点

得点

レジ3群

男 子

一

女 子 全 体

平均(SD) 例数 平均(8D) 例数 平均(SD) 例数

低 群 31.5(22,6) 38 39.7〔24.5) 29 35』(23、6} 67
一

中 群 29.6く21.2) 147 30.石(21、3) 158 30.1(21.2} 305
一

高 群 21.撃(19,0〕 33 21.5(1呂.1) 36 21、7q7,9) 69
一

全 体 2岳一8{2LD 21呂 30.3(21.7) 223 29-5〔21.4} 441

一元配置分散分析 Ms. P<0.05 P〈OOl

多重比較 N8. 低〉高 低 ・中 〉高
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表7.男 子のス トレス対処行動の 「たいていそ うする」と 「かなりそ うする」の割合(%)

レジリエンス コ群

順位 対処行動

低 群 中 群 高 群 全 体

人数(%) 人数{%) 人数 〔%) 人数(%)

積

極

的

対

処

行

動

勉強や趣味に集中する 15(39-5) 52(3i4) 16(4君.5) 呂3(3B.1)

色々考え,見 方や 自分の考えを変える 6(15.帥 50(34① 15(4515)‡ 71{362)

信頼できる人に相談する 7(凪4) 39(2面.5) 14(4■4)# 丘o(275)

気分転換のため軽い運動をする 4(105) 3夢(26.5) 1⑪{30、3)#

一1

53(24、3)

困難に立ち向かい努力 して乗 り越える 窪(7.9> 27(184) 20(60.6)*事 50(22.9)

それを人に話 し,気 持ちを分かウてもらう 5(B.2) 2百(17.幻 呂(2へ2) コ9(工8、o)

友達の家に遊びに行 く 5〔7.9) 15(IO.2) 呂(25.0)‡ 26(12、O)

消

極

的

対

処

行

動

それをあまり心配する程はないときめる 9(21.6) 33(224) Ml42.魂)躍 55(25.且)
一

怒 りを抑えたり,欲 求不満をためたりする 11{2呂.9) 35(23,呂) 呂(24.2) 54(24.帥

何もしないで我慢する 16(42.1). 2卯 臼.7) 6(19.2〕 51(23.4)
一一

何もする気になれず寝てしまう ll{2呂.9} 32(2L9) 7{21.2) 50(229)

物事に感情的に巻き込まれないようにする 7{1呂.4) 20(B.6) 1コ(3臼4)‡ ‡ 40(1呂.3)

誰にも相談せずに悩み続ける 10{26.3)# 17(11,6) 6(laユ 〉 33(15」)

おい しいものを食べたり,や け食いをする 5q3.2) 13(8.呂) 8(242)‡ 26伽.9)

機嫌ボ悪 くなり,つ い人を責めてしま う 5(13.2) 14(9.5} 2(6」) 21(9.`)

買い物な どして気を晴らす 2〔5.3) 言(5.4} ヨ{9」) 皇3{6.o)

」

泣きわめいた り,取 り乱 した りする 1{2石) 1(07) 0(O.ω 2(o.9)

対象者の人数

一

38(10αO)

一

147(IOOIO)

一 一

33{1⑪ αO) 21呂(IOO,0)

1)積 極 的 対 処 行 動 は 「た い て い そ うす る」.消 極 的 対 処 行 動 は 「か な りそ うす る」 の 割 合 を レ ジ リエ ンス 得 点 別

`こ上巳較 した 。

2)そ れ ぞ れ の 合 計 の 割 合 の 多 い 順 に掲 載 した。

3)x2検 定,df・2,**;P〈 ⑪.01,*:PくO.05,#=P<0.ユO

いしい物を食べたり,やけ食いをする」はレジリエンス高

群が高かうた。積極的対処行動においては,男 子にレ

ジリエンスの高低による違いが顕著にみられている、男

子のストレス対処行動尺度の信頼度係数aはO.669で

あった。

(2)女子のストレス対処行動

表8に 示すように,女 子のUジ リエンス3群 からみた積

極的対処行動では,「色々考え,見 方や 自分の考え方

を変える」と「困難 に立ち向かい努力して乗り越える」は

レジリエンス高群の割合が高かった。消極的対処行動

では5項 目に有意差がみられ,「怒りを抑えたり,欲求不

満をためたりする」,「何もしないで我慢する」,「泣きわ

めいたり,取り乱したりする」及び「機嫌が悪くなりつい人

を責めてしまう」はレジリエンス低群の割合が高く,「物

事に感情的に巻き込まれないようにする」はレジワエンス・

高群が高かった。消極的対処行動においては,女 子に

レジリエンスの高低による違いが顕著にみられている。

女子のストレス対処行動尺度の信頼度係数aはO.481

であった。

6、レジリエンス得点との相関分析

表9に 示すように,男 子のレジリエンス得点と積極的対

処得点の間には正の相関関係が認められた。ストレス

得点ならびにつらい得点との間には統計的には有意な

負の相関関係 か弍認められたが関連性 の強さは低かっ

た。また,表10に 示すように,女 子のレジリエンス得点と

積極的対処得点の間には正の相関関係が認められ,

消極的対処得点の間には負の相関関係胆認められた。

ストレス得点,つ らい得点との間には統計的には有意な

負の相関関係が認められたが,関 連性の強さは低かう

た。
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表8.女 子のス トレス対処行動の 「たいていそ うする」と 「かなりそ うするjの 割合(%)
一 一

レジリエンス3群

順位 対処行動

低 群 中 群 高 群 全 体

入数(%) 人数 く%) 入数(%} 人数(%)

積

極

的

対

処

行

動

信頼できる人に相談す る 臼(31.⑪) 69(43.7} 20(55.6) 98{4ヨ.9)
一 一

それを人に話 し,気 持ちを分かってもらう 11(37.9) 49(30.4> 14(ヨ 呂.9) 73{32.7)
一

勉強や趣味に集中する 呂(27-6) 47(29.7) 14(3{L9) 6913⑪9)

色々考え,見 方や 自分の考えを変える ヨ(lo3) 4呂 〔306} 17(47.2)零 串 6呂{30.6)

困難に立ち向かい努力 して乗 り越 える 1(3.4} 36(22.呂} 15〔41.7)‡ ‡ 52{23.3}
一 一 一

気分転換のため軽い運動をする 尋(13.呂) 26(16.5) 宕(222) 35(17.o)
一 一 一

友達の家に遊びに行 く O(0.O) 14(君9) 2(5.7) 16(72)
一

消

極

的

対

処

行

動

何 もする気になれず寝てしまう 7(24.1) 4呂(304} 6(16コ) 61{2■4}

おいしいものを食べた りやけ食いをする 6(20の 40{25.3) 5(13.9) 51{22.9}
一

それをあまり心配す る程はないときめる ユ(6.9) 36〈22.き 〕 B{2219) 46120.7)
一 一 一

買い物などして気を晴 らす 4(13.帥 ,$(24,D 4(11.1) 46く20,6}
一 一

怒 りを抑えた り、欲求不満をためた りす る lo(354)車 33(20.9} 2(5.7) 45(20.3}

何 もしないで我慢す る 8(27.6)# 29(17.7} 2(5.7} 35{17.①
一 一 一

物事に感情的に巻き込まれないようにする G(0.① 25q5.9) 呂(22.争)零 33114.9)

誰 にも相談せずに悩み続ける 4(B.離) 16(10.1) 2(5.6) 22(9.9)

泣 きわめいた り,取 り乱 した りする 7(24-D榊 13(呂2) 1(2.E) 21(9.4)

機嫌が悪くなり,つ い人を責めてしま う 6(20.7)# B(呂2) 2(5.6) 21(9.4)

対象者の人数 2登{100,① 15呂(1000) ヨ6〔IOO.O) 22ヨ 〔loo.o)

1)積 極 的 対 処 行 動 はrた い て い そ うす る」,消 極 的 対 処行 動 は 「か な りそ うす る」 の 割 合 を レジ リエ ン ス得 点 別

に 比 較 した 。

2)そ れ ぞ れ 合 計の 割 合 の 多 い 順 に掲 載 した。

3)xz検 定,df」2,**=P<⑪Ol,*=P〈o・ ⑪5,#二Pくo・10

表9.男 子のレジリエンス得点との相関分析(ピ アソンの相関係数)
一 一

男子2揺 人 積極的対処得点 消極的対処得点 ス トレス得点 ・つ らい得 点

レジリエンス得点 O、4・ヨ2 一〇.⑪21 一〇,135 一〇.192

一

有意確率 P〈O.Ol N.S. P<0.05 PくO.Ol

file.女 子のレジ リエンス得点との相関分析(ピ アソンの相関係数)

女子223人 積極的対処得点 消極的対処得点 ス トレス 得 点 つ らい得

レジリエンス得点 O,394 一〇.140 一〇」呂7 一〇ユ37

有意確率 P〈o.01 P〈O、05 Pく ⑪一〇1 P〈0,01

TV.考 察

本研究の高校生 の対 人ストレスイベントの中で経 験率

の高 かった項 目は,「あまり親 しくない人 と会 話 した」、

「知人 力泊 分のことをどう思っているか気になった1,「相

手 が嫌な思いをしていないか気 になった」,「自慢話 な

ど聞きたくないことを聞かされた」であった。ここで,レ ジ

リエンスの 高低により対人ストレスイベ ントの経験 に違 い

があるかを比較 してみ る。男子(表1)で は,「相 手が嫌
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な思いをしていないか気になった」をはじめら8項 目に

有意差がみられ,い ずれも高群が低かった。女子(表2)

では,「知人が自分のことをどう思っているか気になっ

た」をはじめ12項 目に有意差がみられ,い ずれも高群

が低かった。男女とも対人ストレスイベントの経験におい

てレジリエンス高群が有意に高い項 目は一つもみられ

なかった。これらはレジリエンスの高低によって対人スト

レスイベントの経験に違いが認められたといえる。

また,レ ジリエンスの高低とストレス得点ならびにつら

い得点を比較した結果,女 子はレジリエンスが低い者は

高い者より対人ストレスイベントを感じることが多く,同様

につらいと感じることが多く,逆 にレジリエンスが高い者

はそれらを感じることが少ないことが示された。今回のレ

ジリエンスが高い者はストレスを感じることが少ないという

結果は原ら11)の見解に同意できるものと考えられる。

原ら11)は,大学生を対象にレジリエンスとストレス反応

を調査し,ストレス経験が高い揚合はもちろん,低 い場

合でもレジリエンスは機能している可能性があり,レジリ

エンスは,危 機に陥った場合の適応や回復のためだけ

でなく危機 に陥っていない場合でも予防要因として役

割を果たしていると報告している。レジリエンスの機能が

高いことは精神的な健康度をより良い状態に維持するこ

とができるといえる。

近藤ら10)や服部ら6)は本研究と同じ対人ストレスイベ

ント尺度8)を使用して高校生を対象にして調査を行い,

下位尺度の対人摩耗項 目と対人意識項 目にあたる「あ

まり親しくない人と会話した」,「相手が嫌な思いをして

いないか気になった」が上位であることを報告している。

レジリエンスの高低で下位尺度の得点を比較してみる

と,対人劣等項 目と対人意識項 目においてレジリエンス

の高い者の得点が低かった。すなわち,レジリエンスの

高い者は対人劣等意識が低く,さらに,知 人が自分のこ

とをどう思っているか気になるなどの対人意識も低いこと

が分かった。

橋本12)は,現 代青少年の対人関係の特徴として,享

楽的な話はするが真剣な話ができない,親 しくなりたい

がプライバシーには踏み込んで来て欲しくない,傷 つく

ことを恐れて深く相手にコミットしていけないなどの対人

関係の希薄化を指摘し,その意味で,青 少年は対人関

係で葛藤し,劣 等感を抱き,摩 耗しやすくなっていると

報告している。本研究のレジリエンスが低い高校生から

は橋本の指摘する対人関係の希薄化が窺える。

宗 像13)は,積 極 的な努 力ですべてが効果 的 になると

は言 えないが,ス トレスに効 果的に対処するには問題解

決へ の積極 的 な行動 が必 要であり,一 方,消 極 的,逃

避 的な行動をとること,例 えば,「機嫌が悪いとつい人 を

責めてしまう」や 「泣きわ めいたり,取 り乱 したりして 自制

を失ってしまう」などの行動 はストレス軽減 に効果がない

ばかりか適切な問題解決 に失敗し,よい見通 しが得られ

ないで 自信を失 いや すく,無 気力感 を伴い,心 身 の不

健 康 へ とつ ながる悪循 環過 程 をつくりや す いとしてい

る。

今 回の結果で は,男 子 には,積 極 的対 処行動(表7)

にレジリエンスの高低 による違いが顕 著に現 れていた。

すなわち,「色 々考 え,見 方や 自分 の考えを変 える」,

「信頼 できる人 に相 談す る」,「気分転 換のために軽 い

運動をする」,「困難 に立ち向かい努 力して乗り越 える」

の行動 はレジリエンスの高 い者 がとることが分かった。一

方,女 子 には,消 極的対 処行動(表8)に レジリエンスの

高低 による違 いが顕 著 に現れていた。す なわち,「怒 り

を抑えたり,欲 求不満 をためたりする」,「何もしないで我

慢 する」,「泣きわめいたり,取 り乱したりする」,「機嫌 が

悪 くなり,つ い人を責めてしまう」等の行動 は,レ ジリエン

スの低い者 に多かった。レジリエンスの高低 によって積

極 的対 処行動 にお いては男子 に,消 極 的対処 対行動

においては女子 に顕著な違いが認められたといえる。

対 人ストレスイベントをうまく処理し,よ りストレスの少な

い生活 を送るために必 要なのはライフスキルの 向上 が

大切 と考える。ライフスキル には個人スキル と対人 スキ

ル とがあり,個 々人 が 日常生活 の欲 求や難題 に対して

効 果的 に対処 できるように,適 応 的,積 極 的に行動する

ために必要な能力(ス キル)14)15)で あり,そ の中のひ と

っがレジリエンスである。本研 究から,レ ジリエンスが高

い者 に対人ストレスイベントの経 験の少ないことやストレ

ス対処行 動の好対応 が観 察されたことは,レ ジリエンス

向上の視 点からの支援が高校 生の心理的健康 の獲 得

に好影 響をもたらす 可能 性 が示 唆 され たといえる。今

後,ど うしたらレジリエンスを高めることができるか につ い

ては,い くつかの要因4)-7)・16)-19)を考慮 した縦 断的な

介入研究 による検討を待つ 必要がある。

針 間19)や 白井ら20)は,レジリエンスを育む学校教 育と

してオーストラリアのMindMatters(こ ころが大事)を 紹

介 している。それによると,MindMattersは 全 国精神保

健戦 略と全 国 自殺予防戦 略のもとで,2000年 に創 設さ
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れた学校べ一スの精神保健 ・安 寧増進プロジェクトであ

り,オーストラリア校長会によって運営されている。この

プロジェクトカ瀾 発 された背景 にはオーストラリアの小児

・青 年の約20%が 精神保健 問題 に影響を受け
,そ の半

数 が学校と社会での発達に支 障をきたしていることから

としている。このMindMattersの 規模 は大きく,2002年

には教 育用キットがすべての中等 学校 に配布され,

2elO年 末までに14万 人以上の生徒 が参加 しているe

MindMatter且 の 目的は,若 者 がその後の人生 において

遭遇するさまざまな精神 的危機 を効果的 に乗り越 えて

行 くために必要となる技術や知識および 資源を提供で

きる学校環境を実現することにあるとされている.我 が国

においてもこの種のプロジェクトの構築が望まれる。

V.要 約

高校生460名 を対象に,レ ジリエンスの高低 からみた

対 人ストレスイベ ントとストレス対 処行 動を比較 検討 し

た。その結 果,男 女 ともにレジリエンスが高い者 は対 人

ストレスイベントを経 験することが少ないことが分かった。

また,男 子の積極 的対処行 動で は,「色た考え,見 方や

自分の 考えを変える」等5項 目の行 動をレジリエンスの

高い者 那多くとってお り,女 子では 「色 々考 え,見 方や

自分の考 えを変 える」等2項 目の行動 をレジリエンスの

高 い者 が多 くとっていることが分かった.一 方,男 子の

消極 的対処 行動では,「何 もしないで 我慢する」等2項

目の行動をレジリエンスの 低 い者が多くとっていた。「そ

れをあまり心 配する程はないと決 める」等3項 目の行動

はレジリエンスの高い者が多くとっていた。女子では 「怒

りを抑えたりJ欲 求不満をためた りする」等4項 目の行動

をレジリエンスの低い者 が多くとってお り,「物事 に感情

的に巻 き込まれ ないようにする」の行動 はレジリエンスの

高い者が多くとっていた。本研 究から,レジリエ ンスの高

い者は対人ストレスイベントの経験 が少ないことやストレ

ス対 処行動の好対応 が観 察され ,レジリエンスの高低か

らみ た積極 的対 処行 動にお いては男子 に,消 極 的対

処対行動 にお いては女子に顕著な違 いが認 められた。

〈付記 〉

本研 究は東海 学 園大 学研 究倫理 委員会 の承認(研

究倫理24-12)を 受け,東 海学 園大学 の申請研 究費 の

助 成を一部受けて行ったものである.
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肩部への磁気刺激 と上肢挙一ヒ運動が血圧、皮膚温および

指尖部末梢循環に及ぼす影響

中川 雅 智1、 村 松 成 司1、 片 岡 幸雄2

1千葉大学
、1宝塚医療大学

Effectofcombinationofmagnetstimu.1ationandshoulderliftingexercise

onbloodpressure,skintemperatureandperipheralcirculation

Masat。m。Nakagawa',ShigejiMuramatsu',Yuki。Kata。ka2

1ChibaUni鴨rsity2TakarazukaUniversityofMe〔 肚calandHealthC且re

Abstraot

[Objec'ive]E価 ¢tofcombinationofmagnetstimulatio皿 呂ndashoulderliftingexerciseo皿bloodpr¢ssu爬,8㎞

t¢血peratUre,peripheralC廿CUlatiOnUS亘 皿gACceleTatedPlethyS皿Ography・(APG)andSUbj¢CtiΨefeelingofShOUlder

(SFS)w・sinvestigatedi皿 呈ixy。ungstUd号 血ts.[Methed】Allmea・urement・werem直d・WithsubjectS血thesupin・

positiendu血ig70n血uteswitlloutma8n巳t(Ex1>a皿 』withma呂net(Ex2),a皿daftershoulderlift血gexercis¢jbr25

m血utesa皿d301nj皿utesrecoverywithoutInagn¢t(Ex3)a皿dwi山magnet(Ex4).'IThreepoint呂ofan1800

9・・… ㎜gn・twa呂a廿 ・。h・dt・th・neck・egi・n.【R・ ・Ults】Sb。uld自 ・skint・mpe・ ・伽in。reased・ignifi・ 皿 且y・ 且・・

呂heUlderli丘i皿 呂exercise(Ex3)且ndwi亡h血agnet+shoUlderIi丑i皿9exer¢ise{Ex4).Thei皿creasedsubjectiΨefeeli皿9

0fshoUlder(SFS)afterth弓m且gnet+shoulderli最i皿9exereise(Ex4)cond・i・tioncontin皿edlo皿ger山a皿Elffter呂houlder

liftingexerciseonly(Ex3).P{頴ph{訂aloir¢ulationus血gAPGdid血otinereasesignifica皿ti}f,[Cenci出rston)Itwas

concluded出attr¢atmentthatincludes$hc"alderlif吐i皿gexerciseeembinedwithmagnetsti皿ulationmi帥tbcmor¢

usefhlcomparedwi重hliftingexercis¢ormag皿etsimulationseparatcly,(J,SportSci.Osteo.Thera,15(3):171・179,

Maloh,2014)

KeyWords=磁 気 刺 激{magn¢t)、 血 圧(bloedpressure)、 皮 膚 温(詠intemp研 伽r。)、 末 梢 循 環(peripheralcirCulatio皿).

目的

わが国では戦後、著しい経済成長を遂げ、新しい技

術が開発され労働や 日常における体の使い方が大きく

変化し、動的な筋作業からコンピュー一ターを使う静的な

筋作業に大きく変化してきた。それに伴い頸肩腕症候

群などの新たな身体障害を生み出した1)。

頸肩腕症候群とは、首筋、肩、上背部、腕にかけてこ

り、痛み、痺れが症状として起こる整形外科的症候群の

一・つである
。日本産業衛生学会頸肩腕症候群委員会

によれば、頸肩腕症候群は、「上肢を同一肢位に保持、

又は、反復使用する作業により神経、筋疲労を生ずる

結果、起こる機能的あるいは器質的障害」と定義されて

いるZ)。一般的には「肩こり」として認識されている症状

は頸肩腕症候群の軽度症状に当たる。

厚生労働省の平成19年 度国民生活基礎調査による

と、病気や怪我等で自覚症状のある者の中で肩こりを

自覚している割合が、男性では2番 目、女性では1番 目

に多いと報告されており、さらにその割合が増えつつあ

る3〕aその発症原因としては様 々な要因があるものの、

筋の緊張が深く関わっていると言われ、小山内ら1}は多

くの腰痛症と頸肩腕症候群は頸肩背腰筋群の十分な

収縮と伸展の不足による筋の硬化緊張から生ずると報

告している。また、筋の硬化緊張は血液循環不良を引

き起こすとの報告もある4〕。頸肩腕症候群の症状改善の

先行研究としてはこれまで鍼治療、温熱療法、マッサー

ジなど数多く報告されている。最近では、磁気を利用し

た治療法も研 究が進んでおり、磁気刺激による筋硬度

の減少、血流促進効果、鎮痛作用、免疫力増強ならび

に臨床報告5-]7)が数多く見られ、肩こりの改善に対する

有効性が確かめられている。そのような背景もあり、家

庭でも手軽 にできる貼付用磁気治療器が数多く見られ

るようになってきた。また、運動 による血流循環の改善に
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よる症状の軽減も報告されているIS'2e〕。いずれにしても、

症状の改善には血液循環の改善が大きく関わっている

と考えられている。

近年 、日本では高齢化が進み体に何らかの自覚症

状があると答える人の割合も高齢に伴Oて 増加しておりS}、

低強度運動溺健康の維持増進に有劫であることが認識

されてきたものの、低強度運動だけでは運動効果が少

なく低強度運動と他の物理的の刺激との併用が考えら

れる。過去の研究では、鍼刺激2]〕やキネシオテーピン

グ 囲など、他の物理的刺激と低強度運動を併用した研

究溺なされている。併用している多くの刺激は、それ単

独でも血液循環に効果があるものと報告されているもの

が多く、併用することにより更に良好な相乗効果を期待

できる研究が多い。

磁気刺激も同様 に単独でも血液循環の改善に効果

があるとの報告がされているS'"8}。しかし、磁気と低強度

運動の併用効果の報告はエルゴメーター運動と併用し

た報告12)はあるものの報告は少ない。

そこで本研究では、肩部の1〕長時間安静状態を基準

として、2}磁気刺激の影響、3)運動刺激の影響、4)磁

気貼付と運動の併用について、血圧 、皮膚温および末

梢循環に及ぼす影響の変化から検討した。

研究方法

① 被験者特性

20～23歳 の健 康な男子学生6名 を被験者 としtg年

齢 、身長 および体重 はそれ ぞれ22.0±1.09歳(平 均

±SD)、171±6.04cm、65.4±6.63kgで あった。実験 に

先立って被験者 には実験 の内容を十分 に説明し、参加

の了承を得た。

② 実験概要

以下の4種 類の実験を、日を変えて行った。

A)座 位 安静実験

i)座 位安静条件:了5分 間座位安静を維 持した。

ji)磁 気貼 付+座 位 安静条件(以 下、Mg座 位 安静};

20分 間の座位安 静後 、貼付用磁気 治療器を肩

に貼付し、さらに55分 間安 静状態を維持した。

B)運 動負荷 実験

趙)運 動負荷 似 下 、Ex条 件):20分 間座位安静 後、25

分 間上肢 挙上運動を負荷 し、その後30分 間座 位

安静を維持 した。上肢 挙上運動は100回1セ ットと

し4セ ット行 わせ 、セット問 は一 定の休 息を入 れ

た。

iv)磁 気 貼付+運 動負荷 条件(以 下 、Mg+琢 条件)1

20分 間座位安静後 、磁気を肩部に貼付 し、Ex条

件 と同様の運動を行 わせた。その後30分 間座位

安 静を維持 した。

③ 磁気 の貼付 について

使用 した貼 付用磁気 は(株)ピ ップフジモト社製 ピップ

エレキバ ンEX(最 大磁束強度1800G(ガ ウス))を使 用した。

貼付部位は第7頸 椎付近 、肩甲骨上角 付近と、その2

つのポイントの 中間地点の計3っ のポイントに貼 付した。

貼付部位 の決 定に関しては、第7頸 椎付近、肩 甲骨上

角をそれぞ れ触 診し、被験者 が 「他と感 覚ポ違う」「痛気

持ちいい」などの感覚したポイントに貼付した。

磁気 は予備 実験時の加 速度 脈波値(APGindex)が 低

値 を示した側の肩部に貼付 した。

④ 上肢挙 上運動 について

上肢 挙上運動は、肘 関節を屈 曲させた状態で肩 関節

goo挙 上を繰 り返す運動をした。ペースは1秒 間に1

回とした。ペースに関しては、メトロノー ムお よびストップ

ウォッチを使用 し、被 験者 になるべ くペースに合わせる

よう指 示しtCeま た、予備 実験により、運動1セ ットと測定

を行うのにかかる時間が平均 約5分 、運動4セ ットと測

定を行うのにかかる時間が平均約20分 であったeそ の

ため運動を行わない座位 安静条件とMg+座 位 安静条

件 の場合 は、これ に対応する時間を少し多めに取 り25

分とした。

実験 室の室温は2Z6±1.e3℃ 、湿度は44.e±8.07%

であった。

⑤ 測 定項 目

血圧 は、座位 で電子血圧 計(オムロン社製デジタル 自

動血圧計HEM-770Aフ ァジィ〉を用 いて、座位 で刺激を

加える側の上腕で行い、5分 間隔で測定した。

加 速度脈 波は、加速度脈 波計(フユーチャー ウェーブ

社製BCチ ヱッカー・一一Ver.7.00)を用い、測定部位 は磁気

貼付側 の第2指 指尖部で、座位 で行 い、5分 間隔で測

定 した。デ ー タは総 合 指 標 で ある加 速 度 脈 波 係 数

(APGi皿dexF(-b+c+d)/a×100に ついて検討した。

皮 膚 温 は、赤外線 放射 型3点 皮 膚温 計(フ ルー ク

(FLUKE>社 製 高精度携 帯型非接触温度 計572)を 用 い、

座位で行 い、5分 間隔で測定した。測 定部位 は貼 付側

の第7頚 椎付 近と肩 甲骨 上角付近、またそれらの中間

の3っ のポイントとした。

一172一



スポーツ整復療法学研究 第15巻 ・第3号2014年3月 原著論文

主観 的スケール は、「肩の軽重感 」と「肩の温感 」の2

項 目についてそれぞれ10段 階で評価 した。「肩の軽重

感 」は、O点 が「とても肩が重くなった」から10点 を「とても

肩が軽 くなった」までとし、5点 を「変 わらない」とした。

「肩の温感 」は、0点 を「とても冷 たく感じる」から10点 を

「とても暖かく感 じる」とし、5点 を「変わらない」として評

価 した。評 価は 測定表 を被験者 の 目の前に差し出し、

感 じている点数を指で指示させた。

測定 は全て座位 にて行 い、5分 間隔で測定した。実

験 室の室温 は22.6±1.03℃ 、湿度は44.⑪ ±8.0了%で あ

った。

⑥ 統計処理

す べての値 は平均値 ±標 準偏差で表したe開 始20

分 間のうち、5分毎の測定値4回 分の平均値を安静値と

した 。安 静 値 と各 測 定 時 間 との 比 較 は対 応 の ある

student-t検 定を行い、群 間差の比較については繰 切返

しのない二元配置分 散分析を行い 、有意な差解認 めら

れた場合 にはTukeyの 多重比較を行 った。いずれも有

意水準 は5%未 満 とした。

平 均変 化量 は運動 を行った時間もしくはそれ にあた

る時間をMeasurementpm似 下M期)、 運動後やそれ に

あたる時 間をRecovety期 似 下R期)と し、安 静値と群 間

の検 定を行った。

結果

A>座 位安静条件とMg座 位安静 条件の比較{図1～4N

表1)

L収 縮期血圧(SBP)(図1}

全 実 験 時 間 に お ける変 化 は 、座 位 安 静 条 件 が

le7±1.45rn皿Hg、Mg座 位安静条件が107±1.67m皿Hg

であづた。

座位 安静 条件 における経時的 △SBPは 測定前半で

や や低 値を示したものの有意 ではなかった。一一方 、Mg

座位 安静条件 では、実験 開始後25分 値が有意に上昇

(p〈e.OS)を示したものの 時間経過 における群 間差では

有意 な差はなかった。

平 均変化量 俵1)を 比較す ると、安静 値 から有意差

は認 められなかったが、M期 でMg座 位安静条件 は座

位安 静条件に比して有意に高値であった{p〈O.eD。

2.拡 張期血圧(DBP)(図2)

全 実 験 時 間 にお ける変 化 は 、座 位 安 静 条 件 が

59.9±8.66mmHg、Mg条 件h{58.5±10.4mmHgで あっ

た。

座位安静条件の経時的 △DBPは 有意な変化を示 さ

なかった。一方Mg座 位 安静 条件では、実験 開始後75

分 値が有意 に上昇 した(p〈0.01)以 外は殆ど変化を示 さ

なかった。

時間経過 における群 間差でも有意な差 は見られなか

'〕た。平均変化量ではMε 座位安静条件でやや 高値で

あったものの安静値ならび に群 間差のいずれも有 意差

は認 められなかった。

3.皮 膚温(図3)

全 実 験 時 間 に お け る変 化 は 、座 位 安 静 条 件 が

34.4±0.157℃ 、Mg条 件 が34.5±O.09℃ であった。

座位安静条件 の経 時的 △変化 量は、実験開始後30

分 、50分 、60分 および65分 値で、それ ぞれ有意 に減少

した(p〈O.05)。一方 、Mg座 位 安静条件で は、やや 低減

したものの有意な変化ではなかった。

平均変化 量で みると、座位 安静条件のM期 とR期 い

ずれも有意 に減少した(P〈O.05・-e.Ol>。Mg座 位 安静

条件では有意な変化を示さなかった。一方R期 では座

位安静条件はMg座 位 安静 条件に比 し低 下が大きかっ

た(P〈O.05)e

4.加 速度 脈波

全 実 験 時 間 にお ける変 化 は 、座 位 安 静 条 件 溺

83.8±3.5呂 点、Mg座 位安静条件餌75.3±4.56点 であ

った。

座位安静条件 およびMg座 位 安静 条件 ともに、安静

値からの経 時的 △変化 量は有意な変化を示 さなかった。

平均変化量も有意な差 は認 められなかった。

5.肩 部の主観 的軽 重スケール

各 条件 の全 実験 時 間にお ける変 化 は、座位 安 静条

件 は5.02±0.15点 、M呂座位安静条件 は5.23±O,13点

であった。

座位安 静条件で は、安静値 から殆ど変化 を示さなか

ったe一 方、Mg座 位 安静条件では、安静時からやや上

昇し「肩 が軽く感じる」傾 向を示 したものの有意な変化 で

はなかった。軽重スケール の平均 変化 量では、R期 に

お いてMg座 位安静条件 が座位安静条件 に比 し有意 に

高値を示した(p〈0.OS)。

6.肩 部の主観的温感スケール(図4)

全 実 験 時 間 の 変 化 は 、座 位 安 静 条 件 で は

4.90±O.16点 、Mg座 位 安静条件では5.49±O.49点 で

あった。
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図3.座 位 安 静 条件 及 びMg+座 位 条 件 に おける 皮膚

温 の 変 化*P〈o.05
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拡 張 期 血 圧の 変 化**pくO.01
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図4座 位 安静 条 件 及 びMg+座 位 条件 にお け る温

感 の 変 化 串P<O.05

表1.座 位安静条件および磁気条件における各測定項目の平均変化量

項目 Gorrt Mg

一一一一

収 縮 期 血 圧{∠1m団Hg)

iM 一2
.17 ± 4.29 1.57 ± 5.93 #詳

R 一〇
.61 ± 石,〔〕2 1.67 ± 5.37

拡 張 期 血 圧{∠lmmH且)

M o.39 ± 3.曾4 1.59 ± 3.65

R 1.71 ± 4.臼1 ■96 ± 叫、45

一一一一一一 一 一

皮 膚 温{∠1『C)

M 一〇
.25 ± 0.32 *幸 一〇」2 ±

一一一一

〇.33

R 一〇
.45 ± O.40 半 一〇

.旧 ± 0L26 #

加 速 度 脈 波{∠APGInd已x)

M 4.44 ± 旧.o
一・屯32 ± 1臥4

R 5.71 ± 17.7 一2
.92 ± 24.5 †F

主 観 的スケー ル(肩)(∠point3)

M 一〇
.o且 ± o.37 且2ア ± o.45

R 一G
.06 ± 0.39 a25 ± 0.44 #

主 観 的スケー ル{温 感)(∠lpointg)

M 一〇
.23 ± 0.45 0.39

一

± 己71 桝

R 一〇
.26 ± o.41 0.57 ± o.刀 桝

Signifi{}antI」if『eren【}e;:‡pく0.05.‡*p〈O.01【}omparedtor「est.#p<⑪LO5,##p<O.01b{…}tw{∋engroupsea【}hperio己

†pく{).D5.† †pくO.Olbetweenmeesurement臼ndrecoveryp巳riodeaohgroup.M;Measurement、R;R已 ¢overy
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座位安静条件 の △ 変化量 は低値 傾 向を示 したもの

の有意ではなかった。一方Mg座 位安静条件 では、順

次上昇を示 し実験 開始50分 および60分 で有意 に上昇

した(p<0.05)G

平均 変化 量でみると、座位安静 条件 では有意な低 下

ではなかったが、Mg座 位安静条ではM期 、R期 ともに

座 位 安 静 条 件 に 比 して有 意 に 温 感 が 上 昇 した 。

(p〈0.01)

B)Ex条 件およびEx+Mg条 件 の比較(図5～7、 表2)

1.収 縮 期血圧(SBP)

全実験 時間にお ける変化 は、Ex条 件 が109±1.56

mmHg、Ex+Mg条 件 が109±1.22mmHgで あった。

両 条件 ともに有 意な変化 は見 られ なかった。平均 変

化量(表2)で ほEx条 件 がEx+Mg条 件 に比してやや 高

値であったが有意で はなかった。

2.拡 張期血圧(DBP)

全実験 時間における変化はEx条 件が59.8±8.39

mmHg、Ex+Mg条 件が59.1±9.81mmHgで あった。

両条件 ともに負荷 中やや低 下し、負荷 後徐々 に上昇

の傾 向を示 したものの有意で はなかった。平均変化 量

でも同様で両条件 にお いて有意差はなかった。

3.皮 膚温(図5)

両条件 ともに、安 静時 に比し負荷 中上昇を示し、負荷

後安静 に復帰した。

とくにEx条 件では実験開始35分 目および40分 目、

50分 目および55分 目で有意 に高値 を示した(p〈0.05～

0.01)。一方Ex+Mg条 件では、Ex条 件を上回る水準を

維持 したものの、実 験開始50分 目のみ有意であった

(p〈0.05)。
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図5運 動 条 件 及 びEX+Mg条 件 に おける皮 膚 温

の 変 化*pくO.05,**p〈O.Ol

平均変化 量で比較すると、両 条件 間で有意な差 は見

られなかった。

4.加 速度脈 波(図6)

△APGindexは 両条件ともに安静 時に比し負荷 中低 値

を示した。特 にEx条 件では30分 目および35分 目、

Ex+Mg条 件 で は35分 目で 有 意 に低 値 を示 した

(p〈0.05)。負 荷後 で はいずれも安静 時水 準を維 持 し

た。

平均変化量では、Ex+Mg条 件 のR期 がM期 と比して

有意 に高値 を示した(p<0.01)。

5.肩 部の主観的軽重スケール

全実験時 間における変化は、Ex条 件は5.00±0.012

点 、Ex+Mg条 件 は4,98±0.050点 であった。

両条件 ともにM期 で低値 の傾 向を示した(肩 が重 く感

じる)。R期 ではEx+Mg条 件で安静値 に復帰したものの、

Ex条 件では未 だ低値を維持 した。
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図6運 動 条 件 及 びEX+Mg条 件 に お け る

APG-indexの 変 化*p〈0、05
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図7.運 動 条 件 及 びEX+Mg条 件 に おけ る温 感

の 変 化*p〈O.05
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表2運 動条件および運動磁 気条件における各測定項目の平均変化量

項目 E瓦 E茎+M蒔

収縮期血圧(∠皿mH曾

M 一155±453 一L42±a61

R 一〇.90±4訓 一〔工6S±5
、21

拡張期血圧(∠旧mH㊨

M 一1♂42± 乱64 一t92±4、61

R 12呂 ±359 皿99±4、45

皮膚温(∠1℃)

M 軌29±a41 a42± α5Z

R O、11±0』1 022±O,58

加 速 度 脈 波{∠1APGindoズ)

M 一{8 .6±23.3 一14』 ±23 .6

R a33±21』 2.33±17,6†t

主 観 的 スケー ル(肩)(∠lpoi市5)

M 一α50±0 .73 一α4ε ±o .引 ‡

R 一〇24± α5ε 一〇.06± α2窪 骨

主観 的 スケー ル(温 感)(∠P。int8)

M O』呂 ±Oj4 軌62±0、51榊

R 0.32± α67 α54±0,57宰

Si且n而oantdi肝o陀no已;*p〈0.05,*串p〈 〔).0100mp創edtor已 且t,#p〈O,e5,群p〈O.01betweengroups田 ¢hp已riod.†p〈O.05,廿p〈O」}1

hetwe¢nmeasurementand祀COV¢ryp已rlodeaohgrOUp.M;M幅ur¢ 鵬nt,RRe。overy

平均変化量では、Ex+Mg条 件で安静値と比 してM期

で有意 に低値 を示した(p〈O.05>。Ex+Mg条 件ではEx条

件 に比 し有意 な差 が見られ 、早 期 に安静 に復 帰 した

(P〈e.OD。

6.肩 部の主観 的温感スケール{図7)

両 条件ともに、運動負荷 によって上 昇し、負荷 後緩 や

かに復 帰する傾 向を示した。とくにEx+Mg条 件では安

静値 に比し有意な上昇を示 した(p〈O.05)。

平均 変化量では、Ex+Mg条 件 でM期 、R期 ともに安静

値 に比 し有意 に高値 を示 し温感 が高 まった(p<0.05～

O.Ol)。

考 察

A)座 位安静条件とMg座 位安静条件の比較

長時間座位安静に伴って皮膚温は有意な低下を示し

たものの、血圧、加速度脈波および自覚症状は有意な

変化を示さなかった。このことは本研究の被験者が健康

な男子大学生であるために75分 間の座位安静でも本

質的な末梢循環動態の悪化に至っていないことを示し

ている。しかしこれまで大学生でも長時間仰臥安静維持

がDBPの 上昇や加速度脈波の悪化を示した報告za}も

あり、被験者の年齢、循環条件、安静持続時間および

環境条件等によりその影響に差があらわれると思われる。

本研究で皮膚温が有意に低下したととは安静状態の維

持に伴う末梢循環悪化の初期兆候であるのか、あるい

は環境温度の影響であるのかにっいてはいまのところ

限定できない、3時 間座位安静維持を継続した大学生

では45分 ころから足尖部加速度脈波は有意に低下を

示すものの、指尖部では個人差があり有意な変化を示

さなかったとの報告2a〕もあり、本研究において75分 間の

安静維持でも指尖部加速度脈波からみた末梢循環の

悪化が明確に示されなかったものと考えられる、

一方、Mg貼 付座位安静 によって、SBPとDBPは や

や上昇したものの、これは脈圧を維持したことにより加

速度脈波からみた安静レベルも維持されていると考えら

れる。磁気刺激によって皮膚温の低下は抑えられ、肩
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の軽重感を高め、の上昇がおこり、長時間の安静維持

による皮膚温低下を抑制したことはシールによる保温効

果も考えられるが、それぞれの皮膚温の差を考慮すると

磁気刺激による温熱効果の影響とも考えられる。

Mg貼 付座位安静後半の皮膚温は座位安静時に比し

有意に上昇したものの、加速度脈波では殆ど差異がな

かった。このことは今回の実験では、磁気の貼付部が第

7頸 椎、肩甲骨付近で局限的であったことから指先部へ

の血流改善に至らなかったものと考えられる。

渋谷ら11)は、前腕部へ15分 間の磁気刺激を行うこと

で加速度脈波が改善し、磁気刺激が血流循環の改善

に効果があることを示唆している。しかしながら磁気刺

激が局所的に血管の拡張には効果はあるものの、身体

運動に比して影響力が弱いことも指摘している。つまり

磁気刺激効果の範囲は貼付部とその周辺に限定され

たものであることを示唆している。また血圧の低下傾向

が見られたものの顕著な変化ではなかった報告されて

いる。

Mg条 件 において、肩の軽さや温感の主観的感覚で

は、「肩が軽くなった」「温感が高まった」傾向が見られ

た。これまで血流量の増大とそれに伴う筋硬度の減少

傾向が報告されており5・10)、磁気刺激によるの影響によ

る可能性がある。

磁気の影響を論ずる場合、磁束密度、磁場の方 向性 、

均等性、Gradient、磁場の広さ、作用時間などの要因が

関与することは言うまでもない13)。本研究ではこれらの

条件を勘案し、座位安静条件と同一の座位安静姿勢で

磁気刺激を最大磁束強度1800ガ ウスのものを3個貼付

し25分 間磁気を実施した。

中川13)は人体の自律神経機能に作用させるには、作

用時間の問題も勘案し500～1000ガ ウス程度を推奨し

ている。また金井ら7-8)、永田ら10)は1500～1800ガ ウ

スの貼付式磁気やネックレスでは貼付式では48時 間後

に、ネックレス式では2週 間後にそれぞれ皮膚温や皮膚

血流が有意な増加を示したと報告している。これらの報

告を勘案すると、本研究で用いた貼付式では、強度は

十分条件であるものの末梢循環の改善にはさらに長い

時間の要素が必要であるといえる。

B)Ex条 件およびEx+Mg条 件の比較

貼付式磁気刺激は日常生活態様との兼ね合い効果

が期待されることから上肢運動負荷との比較を行った。

一般に、一過性の運動強度の増加 に伴って収縮期

血圧、加速度脈波指数は上昇し、また一定の運動強度

の持続が加速度脈波指数を上昇させる。

本研究において、運動負荷条件では、SBPは 負荷中

および後にやや低下し、DBPは やや増加し、脈圧はや

や減少した。一方、磁気+運 動負荷条件では、負荷中

は同様に脈圧が低下したものの、負荷後にはDBPは か

えってやや上昇し脈圧は減少を示した。これらの結果は

本研究の運動が局所筋運動であったことによる血圧反

応であり、運動後ではやや陰性相を示していると考えら

れる。

皮膚温は、いずれの条件でも運動負荷中および後で

上昇の傾向を示したが、指尖部加速度脈波では負荷 中

はいずれも低値を示し運動後に安静時レベルに回復す

る反応を示した。これらの結果は本実験で実施した範

囲の局所的運動条件では、指尖部加速度脈波からみ

た末梢循環に大きな変化を示すことがなかったことを示

している。

これまで、運動時の指尖部加速度脈波の変化は、運

動直後に一過性に低下するが、順次リバウンドして安静

水準を上回った反応を示し、低強度に比し中等度強度

で増加量が大きいことが報告されている20)。また運動単

独よりも磁気+運 動負荷条件で加速度脈波の変化量が

大きいことが報告されている12)。先行研究では磁気貼

付と運動負荷が同時に実施できない不便さがあったが、

本研究では磁気を貼付しながら運動を含めた日常生活

を送ることに視点をおいて計画されたもので実用的であ

ると考えられる。結果としては増加するものの、指尖部の

末梢循環にまで影響することが認められなかったことは、

刺激部の影響が限定的であったことを示したものといえ

る。このことは前述したように貼付式磁気刺激 における

刺激時間軸の長短が大きく影響することを考慮し、今後、

刺激の部位、磁気数、磁気刺激時間など刺激条件と日

常における頻回に実施される運動条件との関連を変化

させて検討する必要がある。

近年、低強度運動が健康の維持増進に有効であるこ

とが認識されてきたものの、低強度運動だけでは運動

効果が少なく低強度運動と他の物理的の刺激との併用

が健康法として有効である。過去の研究では、鍼刺激

21)やキネシオテv-・一・・ピング22)など
、他の物理的刺激と低強

度運動を併用した研究がなされている。併用している多

くの刺激は、それ自体単独でも血液循環に効果がある

ものと報告されているものが多く、併用することにより更
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に良好な相乗効果を期待できることから今後の検討が

期待される。

要 約

成人6名 を対象として、ピップフジモト社製ピップエレ

キバンEX(最 大磁束強度1800G(ガ ウス))を使用し血圧、

末梢循環、皮膚温および 自覚症状に及ぼす影響につ

いて検討した。貼付部位は第7頸 椎付近、肩 甲骨上角

付近とその中問地点の計3つ のポイントに貼付した。

測定は4種 の条件で実施した。1)75分 間の座位安静

条件、2)磁気貼付+座 位安静条件、3)運動負荷(25

分間上肢挙上運動)上 肢挙上運動は100回 を1セS,'トと

し4セ ット実施、4)磁気貼付+運 動負荷併用条件であ

った。結果は下記のようにまとめられる。

1)座 位安静条件と磁気貼付+座 位安静条件を比較

すると、座位安静条件では血圧、加速度脈波および 自

覚症状は有意な変化を示さなかった力宝、皮膚温は有意

な低下を示した。しかし、磁気貼付+座 位安静条件で

は皮膚温の低下は抑制された。また自覚症状に改善の

傾向が見られた。

2)運 動負荷条件と磁気貼付+運 動負荷条件を比較

すると、血圧では有意な差は認められず、加速度脈波

では運動中はむしろ低値を示し運動後に安静時レベル

に回復する一般的反応 を示した。また皮膚温はいずれ

の条件でも有意に上昇を示した。自覚症状では.運 動+

磁気貼付条件でよりを感じる結果であった。

3)以 上の結果から、肩部への磁気刺激が指尖部の

末梢循環の改善に影響しなかったものの、皮膚温の上

昇を高めるなどの 自覚症状に影響を及ぼすことが示さ

れた.これは磁気刺激が肩部の局部循環に影響を及ぼ

す可能性が示唆されるものである。
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第15回 日本スポーツ整復療法学会大会印象記

渋谷権司(渋谷接骨院)、荒井俊雅(真 砂整骨院}

■
2013年11月3・4日 の2日 間、第15回 学会大会が福

岡県久留米市の久留米大学御 井キヤンパスにお いて催

されました。

企画から運営を地元の会員が担ったことで、九州独特

の魅 力溢れた内容でした。第 一 日目は、あいにくの大

雨でしたが、受付 開始前から多数の人で会場が混み始

め、メインホールは常 に多数の聴講者で占められ 、閉会

までそれ が続きました。多彩な講演者をお招きしたこと

や魅 力的な企画内容 だったことが一因かも知れません。

地元会 員の関心の高さが感じられました。

今回の特徴としては
・各分野で活躍されている多数の講師をお招きした。

・今学会"臨 床を元気 に"というテーマを設定しシンポ1

オープン発表 「臨床 ・研 究、現揚からの取組み1、 シン

ポllrUZ床 におけるエビデンスの捉え方」、柔整実技発

表などが企画された。
・気軽 に討議や教示を受ける場として、会費制の焼酎デ

ィスカッションが設けられた。
・会員へのおもてなしと学会のイベント性を高めるため、

有馬 押太鼓や 久留米 市のゆるキャラのくるっぱの歓迎

があった。
・久留米コンベンションセンターを活用して、看板.宿 泊

補助.地 酒 などの提供を受 けた。
・福 岡県、久留米市、小郡市からの後援 をいただき、

各家庭へ届 く広報誌 に学会案 内が記載 された。

・九州 医療専門学校の勝 田先生の ご努力で学生約25

名の会場係 り応援 と100名 の学会参加 とい う強い協

力があった、
・医療展示ホールの一角に久留米の地場産を紹介 する

店舗が入り.お 土産に手頃な郷土のお菓子や郷 土工芸

品の販 売を行った。

大会1日 目は夜10時 まで、盛り沢山のスケジュールが

企画されており、実行委員の行動力と豊 富な人脈 に驚

きました。

川レ
㌧爾

圃
∵
』

一
オリンピックマラソン代表 、現在は旭化成陸 上部顧問

の宗 茂先生をお招きし、「選手と指導者」と題して講演

が行われました。この講演 は市民公開講座を兼ねてお

り、一般市民の方々も多数聴講され 、会員に混じつて積

極的な質問がなされました。その際下記の点が印象に

残りました。
・近年のシューズ について、衝撃 吸収機能 が向上 した

結果、路面のショックを吸収する筋肉の発達が妨げられ

ている。ランナーの足の故障を解 決するには、衝撃吸

収をシューズに依存しないで、自己の筋肉で吸収出来

るような体づくりが必要である。
・故障しない選手は、自分の体 について耐久能力の限

界を知っている。
・レー一ス前に体が重く感じるのは、心理的プレッシャー一が

原 因であり、指導者はコミュニケーションを通して選手の

不安要因を除去し、自信を持たせることが解決につなが

る。
・精神状態がプラス思考、マイナス思考かで結 果が変わ

る。

・成績不振で引退勧告直前の選手との対話から、本人

好みのメニュー(ラ ンニング速度を落とし、その代わりに

長時間走る)に変えたら、体重が減り、トップ選手となっ

た事.
・気功は練習次第で、効果が出るようになる。

宗先生の話 に惹かれ、もっと話を聞きたいと感じました。

ザ4型 壷》
f/

'

プ

'

(

■
」

一

盒

旭化成陸上部顧問の宗 茂先生

一
「コメディカルのための人体解剖学」と題して、中部大学

生命健康科学部作業療法学科の小林邦彦教授による

講演が行われました.コメディカル形態機能学会の設立
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から活動についてと、現在に至るまでの経緯を拝聴しま

した 。

㌧轍饗

疑 欝＼～

難
小林邦彦教授

醤1

鐸sl

l一㌃

■■一(6名)
「臨床・研究・現場からの取組み」と題して6名のシンポ

ジストによる講話でした。
・古東整形外科の佐野順哉先生からは「有痛性分裂膝

蓋骨に対する骨癒合を目的とした保存療法」と題して、

年齢別に見た骨癒合率等について解説された。
・九州共立大学の篠原純司先生からは「五本足趾靴下

が静的及び動的姿勢制御に及ぼす影響iと題して、床

反力計を用いて動揺性の結果をアスリートの使用例を

交えながら解説された。
・隈本整骨院の隈本圭吾先生からは「当院における臨

床と研究」と題して、ご自身が主宰されている、骨折整復、

固定法をテー一マにした勉強会の活動について解説され

た。
・古東整形外科の小澤庸宏先生からは「鎖骨骨折に対

する保存療法の治療成績」と題して、骨癒合率を骨折部

位別で比較しながら解説された。

㌔愚

・順天堂大学院の軽部修子先生からは「ジュニパーを使

った施術が筋硬度、末梢血流、下腿周囲径に及ぼす影

響」と題して、アロマオイルを用いた施術を4条件で試行

し、施術後の効果について解説された。
・堺整形外科福岡スポーツクリニックの藤田東志先生ら

からは「当院における内側野球肘の治療の調査報告」と

題して、リハビリ中の経過から練習復帰後の状態まで、

聞き取りをした調査結果に基づいて解説された.

今回は新しい企画としてオープン発表が取り入れられ、

それぞれのお立場から解説をして頂いた。院内のデー

ターを整理解析し、その結果を、院内業務または患者さ

んヘフィードバックできる研究態勢に敬服しました。

鋼 翻 圏 匿(銘)
「臨床におけるエビデンスの捉え方jと題して名古屋大

学大学院の白石洋介先生、武 田スポーツ整形外科クリ

ニックの武田康志先生、佐賀県柔道整復師会の力山清

司先生による講話でした。エビデンスの手法では仮説

に沿って、同じ環境や条件を営んでいる人間から影響

因子が取捨選択して因果関係を判定している。しかし完

全な同一均等を求めるのは困難であり.細かな生活環

境やスタイル、その時の体調や気分は、人様 』々で、機

会や実験動物のように同一には設けられない。エビデ

ンスには、選択されない細かな因子も含んでいるので結

果の有効性に信頼があっても最高度に有るとは言えな

い.また文献を読む人は、見出しのタイトルに惑わされ

ずに、実施された条件や方法を含めた慎重な解釈が求

められると述べられた。統計学の基礎的知識が必要と

感じました。白石先生からは「ビジュアル生化学・分子生

理学」という本は参考となりますとアドバイスを頂きました。

最後に自身のレベルアップには、
・日々、注意深く観察を積み重ね、知識の集積。
・地道に、実践現場で経験を培うこと。

業務中の心構 えとしてとても示唆に富んだ講話でした。
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白石洋介先生、武田康志先生、力山清司先生

シンポジストの先生方 一
「体幹機能の評価 とアプ ローチ」と題 して(株)ア ークメ
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察については簡便な

鑑別法をご教示頂き

有用なものと感じまし

た。

体幹筋に対する理解

が深まった講演であ

りました。また腰痛に

対しては、ストレッチ

の時代から筋運動を

含んだトレーニング

の時代へ移りつつあ

る事を感じました。

ディカルジャパンの坂元大海先生が講話されました。
・多裂筋、腹圧、骨盤底筋を中心に機能解剖、運動作

用ならびに脊柱に対する影響について、デー一ターを交

えながら解説頂いた。
・体幹筋の評価と機能検査について症例写真を交えな

がら対処方法に至るまで解説頂いた。
・歩行動作、姿勢観

」り

蕪

㌘

'

嚇
艶

鰺籍

一
.φ

停

,衡 愈
靭 、・

坂元大海先生

一
3名 の柔整師が実技を披露しました。

・野 口整骨院の藤田英二先生からは下腿部における石

膏ギプス包帯を用いた固定法の実演があった.足 底部
の耐久性をつけるための「折り返し」による補強方法、周

囲径が異なる下腿部筋腱移行部におけるギプスの「た

ぐり」等を紹介されたe石 膏ギプスは最近使う人が少なく

なったが、我々の原点の固定法であり、改めてその良さ

に注目すべきと感じました。
・曲渕整骨院の曲渕靖洋先生からは骨折後療法に加圧

トレーニングを取り入れ上腕部に血流制限を加え専用

の加圧装置を用い加圧トレーニングのデモンストレーシ

ョン、上腕と手指一上腕部までの自動運動について間

近に見学できました。トレーニングを治療に取り入れて

いるところが今までにない斬新な考えと感心致 しまし

た。
・力山整骨院の力山清司先生からは肩板損傷の評価と、

腋下に対してシーネを利用したさらし固定、断裂部の整

復法として両断端部の近接操作方法について披露され

ました。また腋下シーネを考案される等、業務に対する

熱意に敬服しました。

一
「パフォーマンスの見方とアプローチ」と題してOMT

伊集院:伊集院鍼灸院の伊集 院俊博先生が講話されま

した.久 留米大学にて非常勤講師を務めており理解し

やすい解説でした。

筋肉と皮膚の機能的な相互関係に着 目し、パフォー一マ

ンス向上を目的に、各種テープ、骨盤バンド、弾力包帯

を用いて実演されました.日 常生活スタイルの改善点や

p
牡

納
'

門

呵

・ン

"

藤田英二先生

一

勢
曲渕靖洋先生

聖

コンディショニングでは身体の基本的なトレーニングと

生活動作について解説されました。日々の観察と各種

文献を基に独 自の領域を築かれており、見習うべきと感

じました。

■
32題 の発表でありました

・ラットを用いた報告が4題 あり、その内3題 は筋の不活

性についての報告でした。筋肉内部で生じる衰退が、

毛細血管、細胞レベルの画像で見られたことは大変参

考になりました。筋肉の衰退は高齢者の加齢対策を考

える上で避けられない問題です。今回使われた画像は

印象に深く残りました。
・新たな領域として、柔整療養費改定に関して2題ありま

した。療養費の増減は、生括に大きく影響する事なので、

興味を持ちました。接骨院はコストが安価であるために、
一段と厳しさが増していると指摘があり

、変化のさなかに

いる事を感じました。将来は業務内容にも、変化力汲 ぶ

と考察しており、業務・営業の方針を新たに模索するな

らば、今回の報告は手掛かりになると思います。
・院外における地域活動に関しては5題 ありました。
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スポーツ現揚や地域活動にっいて記載されたテキスト

は多くありません。未経験の競技種 目に携わる時には、

抄録からでも活動内容が把握でき事前情報として一助

になると思います。
・テーピング、包帯を用いた固定に関しては4題 ありまし

た。業務で頻用しており根本的なテーマであり、一考を

促されました。

圏
総務および財務担当から24年 度の事業と決算報告、

25年 度の事業と予算案について報告があり承認されま

した.理 事長から会長交代が報告され、副会長の増原

理事が新会長に就任する事が承認されました。

一
草場大会長講演では「九州支部研修会の歩み」と題

し、過去11年 に及ぶ研 彦会の歴史を振り返ったお話し

でありました。発足当初は柔整中心の研修会も、久留米

大学健康スポーツ科学センクー満園先生よりご協力を受

けるようになり、学問領域も広がり参加者は毎年100名

を越えているそうです。研修 内容も幅広く、なかなか勉

強のチャンスに恵まれない先生方にとっても、大変参考

になるものを企画しているように感じました。これからも

九州柔整界の先駆的な研修会として、また当学会全体

をけん引するリード役として存在価値がますます高まる

ことを確信致しました。

一
1:「100才 まで 自分の足で歩こう」(株)叶うや の山本晃

司先生からは、簡便、着脱容易な、踵骨をホールドする

サポーター 、商品名 「アシベルト」について解説 された。

2;「サポーター ・コルセットの必要性 」と題 して(株)ダ イ

ヤ工業の大今 直先生から、患者様に対するアンケー ト

の結 果について報告され、弱いカでもギア構 造により強

固に固定可能な骨盤ベル ト「バイアスツイスト」の特性 に

ついて解説された。

■
開会は勇壮な有馬押し太鼓の実演に始まりました。こ

の太鼓は有馬藩が戦場における家臣への合図として使

ったもので、久留米青年会議所が伝統を残したいと取り

組まれていて、演奏中は笑顔を出したらいけないそうで

した。骨の髄まで男の気合を入れ、この学会にも気合を

入れてくれました。続いて久留米の宣伝課長のくるっぱ

が登場し、学会会員の皆さんへ久留米からのおもてなし

をしてくれました。乾杯の後は多数の会員とともに講師

を交え盛況な会となりました。また差し入れされた銘酒

が披露され、心遣いが嬉しく感じました。旧交を温めな

がら、あらゆる話題で率直な意見交換がなされていまし

た。近況報告ですが、ある会員は幼子二人を育てなが

ら、業務時間を短縮し大学院で学び始めた事を聞き大

変感銘を受けました。時間が経つのを忘れてしまい、活

気に満ちた一時でした。
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久留米の宣伝課長 くるっぱ登場
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一
大学での懇親会終了後は、西鉄久留米駅前のホテル

エスプリのテラス付きレストランで、焼酎ディスカッション

の二次会となりました.移 動は大型バスが用意され、狭

い久留米の道を運転手は巧みなハンドルさばきで走り、

ラジオからは目本シリーズ楽天と巨人の7戦 目の放送と、
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すでにバスの中から大いに盛り上がりまし鳥 ここのホテ

ルをべ一一スにしている参加者は多く、帰りの心配がいら

ないのは大いに助かりました.九 州は焼酎の本場、普段

お 目にかかれないレア物で大いに酒量は増え、それと

ともにあちらこちらで議論も沸騰し久留米の夜は更けて

行きました。その後、それぞれお目当てのラーメン屋か、

はたまたきれいなネオンか、吸い寄せられるように散会

となりました。

翻
エントランスには13社 のブースが設けられました。物

理療法機器を始め、筋トレマシーン、各種観察装置でし

た.筋 トレマシーンには新たな工夫が施されており、関

節可動域を視覚にて確認するモニターが装備されてい

ました。またイギリス製の電気刺激を用いた筋トレ装置を

体験致しました。各種観察装置は画像が鮮明に向上し

ていました。

翻
実行委員を含め参加された皆さんからは「有用な存

在」になるために研鎭していると印象と受けました。多様

な分野で活躍する先生の講話と一般発表から、知的な

刺激を受け学問的なレベルが促された事と思います。

また、これから更に臨床系の発表が増えていくことを願

いたいと思います。そして私は学会後に久留米の水天

官を始め、寺町や商店街を散策しました。立ち寄ったお

土産店では、私の質問に、快く、分かりやすく、親身に、

答えて下さいました。皆さん共通して、接客態度に温か

さを感じました。接骨院の原点が手当であるならば、温

かく接し、患部に手を当てることの大切さを改めて考えさ

せられました。大会の様子は業界情報誌の「鍼灸新聞」、

「ナラティブメディカ」の紙面に記事が載ると思います。
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第15回 大会展示企 業の皆様 、ご協力ありがとうございました。

ダイヤ工業株式会社

セノー株 式会社

アイテック株式会社

福岡生活法務サポート

伊藤超短波株式会社

ミナト医科学株式会社

(株)NBC

スポー ツアロマ'コ ンデイ

ショニングセ ンター

(株)エ ス ・エ ス ・ピ ー

有 限会 社ライタックス

株式会社なかむら医療器

シラックジャパン 是吉興業株式会社

第16回 大 会 もよろしくお願 い します 。

日本スポーツ整復療法学会
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第16回 日本スポーツ整復療法学会大会のご案内(第一報)

1.会 期1平 成26年10月25日(土}～26日(日)

2.会 場=日 本大学桜門会館(〒102-0076東 京都千代 田区五番町2-6)

3.交 通=JR中 央 ・総武線 「市ケ谷1駅 下車 徒歩2分

都営地下鉄新宿線、東京メトロ有楽町線 ・南北線 「市ヶ谷」駅下車3・4番 出 口 徒歩2分

※駐車揚 はありません

4.日 程1

1)10月24日(金)大 会 前 日

16=OO～ エ7:00役 員 会

17=OO～18:00理 事 会

2)lO月25日(土)大 会1日 目

8=40～ 大会 実行 委員 会

9:00～ 受付 開始

9=30～ 名 誉大会長=挨拶

9=50～10=50研 究発 表 、活動 報告

10=50--11:50専 門分科 会シンポジウム

12100～ 工2:30評 議員 会

12=30・-13:0e昼 食

13=OO～14=30研 究発 表 、活 動報 告

14:40～15:30特 別講 演1

15=5⑪～17=50実 行委 員 会主催 シンポジウム

18=OO～20=OO懇 親会

3)10月26日(日 大会2日 目

9:00～ 受 付 開始

9:30・-11:00研 究発 表 、活動 報告

11=00～12=GO特 別講L演2

12=OO～12=30総 会

12:30・-13=00昼 食 、展示業 者プ レゼンテー ション

13:00--14:3⑪ ワークショPtプ

14=30～16:0G研 究発 表 、活 動報告

16:00・v大 会 実行委 員 会

注)日 程表は、変更する揚合がありますのでご了承下さい。
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日本スポーツ整復療法学会定款

第1条

条

条

ワ
ロ

　
ロ

第

第

平成11年5月1日 施行

平成12年10月30日 改訂

平成15年10月18日 改訂

平成19年10月21日 改訂

第1章 総則

本 会 は 日本 スポー ツ整復 療 法学 会 という。英 文名 をTheJapane$eS。 。ietyofSportSciencesand

OsteopathicTherapy(略 称JSSPOT)と する。

本会 は事 務局 を理事長 の所在 地 に置 く。

本会 は評 議員 会の審 議を経 て理 事会 および総会 の議 決 により支 部を置 く。

第4条

第5条

第2章 目的および事業

本会はスポーツ医科学、柔道整復学および関連諸科学に関する学際的研究とそれらの情報交換を

行い、ヌポーツ整復療法学の構 築ならびにその発展を図ることを目的とする。

本会 は目的を達成するために次の事業を行う。

1)研究発表会ならびに学術講演会等の開催

2)学会誌ならび に学術図書等の刊行

3)内外の関連学会との交流

4)その他 目的を達成するための必要な事業

第6条

第7条

第8条

第9条

第10条

第3章 会員

本会の会員は次のとおりとする。

1)正会員社会人であってスポーツ整復療法に学問的関心を持つ個人

2)学生会員学生であつてスポーツ整復療法 に学問的関心を持つ個人

3)賛助会員本会の事業に賛助する法人

4)講読会員スポーツ整復 療法学研究の講読のみを希望する個人および法人

本会に正会員として入会しようとする者 は正会員1名 の推薦を得て会長宛に入会申込書を提 出し理

事会の承認を得ることとする。但し、学生会員の入会は正会員1名 の推薦でよいものとする。

会員は以下に定めた入会金および年会費の支払いを義務とする。

入会金

年会費

1)正会員

2)学生会員

3)賛助会員

4庸 読会員

1)正会員

2)学生会員

3>賛助会員

4>講読会員

2000円

o円

2000円

o円

8000円

5000円

一 口8000円(何 口でも可)

8000円

会員 が退会 しようとするときは、退会届を会長宛 に提出しなければならない。

会員が次の各項に該 当するときは会長は理事会の議決を経て除名することができる、
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1)本会の名誉を著しく傷つけ本会の 目的に違反する行為があったとき

2)本会の会員としての義務を怠ったとき

第4章 役員、評議員、顧問および相談役

「役員」

第11条 本会に次の役員を置く。

1)会長1名 、副会長2名 、理事長1名 および理事を含め20名 以内

2)監事2名

3)上記の役員の他、会長は若干の役員を指名することができる。

第12条 役員の選 出および承認は下記のとおりとする。

1)役員は立候補により正会員の中から選出する。

2)会長、副会長および理事長は理事の中から互選し総会で承認されなければならない。

3)選出細則は別に定める。

第13条 役員の業務は下記のとおりとする。

1)会長は本会の業務を総理し本会を代表する。

2)副会長は会長を補佐し会長が欠けたときその職務を代行する。

3)理事長は理事会を代表する。

4)理事は理事会を組織し、本会の定款に定められた事項等を議決し執行する。

5)監事 は本会の業務および財産管理の業務 の監査を行う。

第14条 役員の任期 は3年 とし再選を妨げない。役員の退任 に伴う後任役員の任期は現任者の残任期間とす

る

第15条 役員が下記の項 目に該 当するとき、理事会の4分 の3以 上の議決 によりこれを解任することができる。

1)心身の故障のため職務の執行に耐えられないと認められるとき

2)役員としてふさわしくないと認められるとき

第16条 役員は無給とする。

「評議員」

第17条 本会に評議員50名 以内を置く。

第18条 評議員 は北海道地 区、東北地区、関東地区、北信越地 区、東海地区、関西地区、中国・四国地区お

よび九州地 区から比例配分数を投票により選 出し総会で承認する。なお選 出細則は別に定める。

第19条 評議員は評議員会を組織し、本会の定款に定める事項の他、理事会の諮問に応じ審議し助言す

る。

第20条 評議員は第14条 、第15条 および第16条 を準用する。

「顧問および相談役」

第21条 本会に顧 問および相談役 を置くことができる。理事会の議決を経て会長が委嘱する。

第5章 会議

「理事会」

第22条 理事会は毎年2回 会長が召集する。但し理事の3分 の1以 上から開催を請求されたとき、または理事

長が必要と認 めたときはこの限りでない。理事会の議長は理事長とする。
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2)理事会は定数の3分 の2以 上の出席がなければ開催 し議決することはできない。ただし委任状をも

って出席とみなす。

3>議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長が決定するe

第23条 理事会 は各種委員会を設置することができる。

「評議員会」

第24条 評議員会は毎年1回 会長が召集する。但し会長が必要と認 めたときはこの限りでない。評議員会の議

長は評議員の互選とする。

2>評議員会は定数の2分 の1以 上の出席がなけれ ば開催し議決することはできないe但 し委任状をも

って出席とみなす。

3)議決は出席者 の過 半数とし、可否同数のときは議長が決定する。

「総会」

第25条 総会は正会員で構成し、毎年1回 会長が召集する。但し正会員 の3分 の1以 上から開催を請求され

たときまたは会長が必要と認めたときはこの限りでない。総会の議長は正会員の互選とする。

2)総会は定数の10分 の1以 上の出席がなければ開催し議決することはできない。但し委任状をもって

出席とみなす。

3)議決は出席者の過半数とし、可否同数のときは議長が決定するe

第26条 総会は次の事項を議決する。

1)事業計画および収支予算

2)事業報告および収支決算

3)財産 目録および貸借対照表

4)その他必要事項

第27条

第28条

第6章 資産および会計

本会の資産は次のとおりとする。

1)入会金および年会費

2)寄付金

3>その他の収入

本会の会計年度は毎年4月1日 から翌年3E31日 までとする.

第7章 定款 の変更

第29条 本会の定款の変更は評議員会の審議を経て、理事会および総会のそれぞれ4分 の3以 上の議決を

経なければならない.

第8章 補足

第30条 本会の定款の施行細則 は評議員会の審議を経て理事会および総会の議決を経なければならないe

付 則

第4章 の規定にかかわらずN本 会の設立当初の役員および評議員の任期 は平成13年3月31日 までとする。

本会の定款は平成11年5月1日 より施行する。
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「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

1.ス ポーツ整復療法学研 究は、日本スポーツ整復療法学会 の機 関誌で、「総説」「原著論文」「症例研究」

「研究資料」「活動報告」「教育講座」「学会通信」「会員動向」等を掲載する。

2.本 誌への寄稿は原則 として、共著者 を含 めて日本スポーツ整復療法学会正会員 に限る。内容はスポーツ

整復療法学の研究領域における「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および 「活動報告」で、未発

表で完結したものに限る。

3.論 文等を寄稿する際は「執筆要領」に従って作成する。

4.「総説」、「原著論文」、「症例研究」、「研究資料」および 「活動報告」の掲載 に際し、その採否、修正の要求、

掲載順位の指定および校正(初校は著者)などは編集委員会が行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿 は書留便で、封筒の表 に「スポーツ整復療法学研究投稿原稿」と朱書し、オリジナル1部 とコピ

ー3部(図 表を含む)を学会事務局宛 に送る。掲載が決定した後に、最終原稿を入力したプロッピーディス

ク(3.5インチもしくはCDを 用い、TXT形 式で保存)を提出する。提 出原稿等は原則 として返却しない。

6.寄 稿 に際し、「総説」「原著論文」および 「症例研究」は1万 円、「活動報告」および「研究資料」は5千 円を

審査料として学会事務局の郵便振込 口座 に振り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用紙 には必ず

内訳を記入する。

7.同 時に本誌綴じ込み用紙 「論 文投稿確認書」に必要事項を記入し、Faxに て送付するか、ホームページ

「各種申請書類」か ら 「論文投稿確認書」を入手 し、添付ファイルとしてメイル送信する。

8.別 刷は30部 までを無料とし、それ以上は著者の負担とする。

「執筆要領」

A「 総説 」 「原 著論 文」 「症 例研 究」お よび 「研 究資料 」

1.「総説 」「原著論 文」「症 例研 究」および 「研 究資料 」は図表 を含 めて刷 り上 がり8ペ ージ以 内を原則 とす る。

超 過 したペ ージ については著者 負 担とす る(料金 は別 に定 める)。

2.原 稿 は必ず ワー ドプ ロセッサー を用 いて、新 かな使 い、常用 漢字 を用いて、A4版 用 紙 に横 書き印刷す る。

3.外 国語 言語 は欧文 フォントを使 用す る。ただ し、日本 語化 した語 はカタカナ標 記(全 角)を 使 用 してもよい。

数 字 は算用 数字 、単位符 号 は原則 としてCGS単 位 を用 い、mm,sec,cm,ml,μgな どとす る。圧 の単位 は

mmHgを 用 いてもよい。

4、図(写 真)表 は必 要最 低 限にとどめ、A4版 用 紙 に各1枚 に収載 し、番 号(例:Table.1,Fig.1、 または表1、 図

1)とタイトル を付 け、且 つ英 文 併記 が望 ましい。図(写 真)表 の挿 入場 所 を本 文原 稿 の余 白に朱書 きする。

なお 、製 版 が不 適 当と認 められる図表 は書き変えることがある。その際の実費 は著者 負担 とす る。

5.和 文論 文原 稿 の形式 は以 下の順 に従 う。

a)原 稿 の第1ペ ージに 「表題 」「著者 名 」「所 属名 」「キーワー ド5個 以 内」「原稿 の種 類」「別刷 請 求部 数 」

「連 絡先:住 所 、氏名 、電話FAX番 号 、E-mai1」 等 を記 載 する。

b)本 文 は 目的(緒 言)、方 法 、結 果 、考察 、結 論 、引用文 献 および 図表(写 真)の 順 とし、印刷 は 「10ポイン

ト、23文 字X38行 の2段 組 み 、総文 字数1748字 」程 度で行 う。改行 は 冒頭1字 を下 げる。

6.和 文原 稿 には英 文のタイトル 、著 者名 、所 属名 、キー ワー ドを必 ず つける。また、英 文抄 録(400語 以 内)を

つ けることが望ましい。英文 は専 門家 のチェックを必ず 受 けること。

7.英 文原 稿 には原則 として、上記 に準じ、和文抄録 をつ ける。

量

一191一



スポーツ整復療法学研究 第15巻 ・第3号2014年3月

8.引 用 文 献 は 主 要 な も の に 限 り30編 以 内 とす る(総 説 の 場 合 は 制 限 な し)e文 献 は 本 文 の 引 用 順 に 引 用 番 号

を付 し(半 角 片 カ ッコ 内 に 半 角 数 字 で 記 入 す る。例:片 岡 ら1)に よれ ば 一)、 引 用 番 号 順 に 記 載 す る。

a)雑 誌 の 場 合 は 、全 著 者 名 、年 号 、表 題 、雑 誌 名 、巻 数 、頁 一 頁 の 順 に 記 す 。

1)佐 野 裕 司 、白 石 聖 、片 岡 幸 雄(199帥 背 側 筋 群 の 強 化 を 目 的 とした 体 幹 筋 運 動 が 腰 筋 の 圧 痛 に 及

ぼ す 効 果 、柔 道 整 復 ・接 骨 医 学7(1):3-12

2)Kataoka,K.,Sano,Y.,Imano,H.,Tokioka,J.andAkutsu,K.(1993)Changesinbloodpressureduring

walkingintheeEderユypersonswithhypertensi〔 〕n,ChibaJoumalofPhysicalEducation .17=33-38

b)単 行 本 は 全 著 者 名 、発 行 年 、標 題 、書 名 、編 集 者 名 、版 数 、発 行 所 、発 行 地 、引 用 頁 の 順 に 記 すe

l)熊 谷 秋 三=誤 っ た 運 動 法(1993)健 康 と運 動 の 科 学 、九 州 大 学 編.初 版 、大 修 館 書 店 、東 京=209-211

2>ExpertCemmitteeofHealthStatistics(1995)ReportoftheSecondSession ,WHOTeehnical

ReportSeries,25

Br活 動 報 告 」

図 表 写 真 を含 め2ペ ー一ジ(400字 原 稿 用 紙8枚)以 内 を 原 則 と し 、 上 記 の 執 筆 要 領 に 準 じ て 作 成

す る 。

事務局ホームページ紹介

以下 の ア ドレス にて 日本 ス ポー ツ整 復療 法学 会 に関す る情 報 を提供 して います.是 非、 ご利 用下

さい。 ア ドレスhttp=//www.e.chiba・u.jp/-'皿shigejilJSSPOTIIIIJSSPOTHP.html

情報項 目

学会会則

一

役員一覧

本部 ・支部

分科会

入会手続き

学会大会

学術研修会

研究助成

共同プロジェクト

スポーツ整復療法学研究

寄稿規定・執筆要領

投稿論文審査経過

変更 ・連絡

会員 日P紹 介

各種申請書類

主なリンク先

各 種 申請 書類(W。rd・PDF)

個人会員入会申請用紙

賛助会員入会申請用紙

購読会員入会申請用紙

演題登録用紙(毎 年使用可)

論文投稿確認書

専門分科会登録用紙

研究助成申請書

共同研究プロジェクト申請書

住所 ・氏名 ・退会等変更連絡用紙

ダウンロードしてお使 い下さい。

←会員の皆様 のHPを 紹 介しています。多くの方のリンクお願 いします。
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事 務 局 だ よ り

1。第16回 日本スポーツ整復療法学会学術大会が平成26年10月25日(土 〉、26日(日)、日本大学桜門会館(東

京)にて開催される予定です。大会案内第1報 を本誌に掲載しました。多くの会員の発表および参加をお風 ・い

たします。毎年、活発な討論の一方、和やかな懇親会が催されます。会員同士の情報交換に是非本学会をご利

用ください。発表演題等の締め切りは例年通り8月末を予定しております。詳しくは大会案内第2報(第16巻1号

掲載予定)および学会ホームページを利用してご連絡いたします。発表を計画されている会員の皆様には事前の

準備をよろしくお風 ・します。

2.日 本スポーツ整復療法1学会の機関誌、「スポーツ整復療法学研究」への寄稿を募集してお ります。寄稿は、

「総説」、「原著論文」、「症例研究」、「研究資料」、「活動報 告」、「教育講座 」、「学会通信」、「会員動 向」等、様々な

形があります。是非、寄稿くださるようお風 ・いたします。皆様の情報発信の機関誌乏してご活用下さい。

3.平 成25年 度年会費未納の方がかなりおられます。平成26年 度の年会費と合わせて納入していただけま

すようお風 ・いたします。また、3年以上会費未納の会員の方もおられます。現在、過去3年 間会費未納の方には

学会機関誌の発送を停止しております。是非、納入していただけますようお風 、します。これまでの納入が不明

の場合は事務局までお問い合わせください。ご退会される場合も本部事務局まで連絡いただけますようお風 ・し

ます。(退会される場合は未納年会費の納入、お鵬 ・いたします。)

納入先 郵便振替 加入者名 日本スポーツ整復療法学会 口座番号OOI10-4-98475

4.学 会誌等が返送されてくる会員がおられます。諸連絡 、学会誌等が会員のお手元に確実 に届くためにも、

移動された会員の方は変更(移 動)届 を出していただけますようお風 ・します。用紙はホームページにて入手くだ

さい。

学会ホームページhttp://www.e.chiba-u.jp/～mshigeji/JSSPOTH/JSSPOTHPhtm1

5.会 員諸氏の関係者で当学会への入会を希望する方がおられましたら、是非、ご紹介ください。用紙を

ホームページより入手して送付していただくか、FA)(またはメイルで事務局までお知 らせ下されば必要書類

を送付いたします。広告、展示等で協賛していただける企業のご紹介も是非お願いいたします』

6.当 学会についての問合せ、こ惹 見等ありましたら事務局(村 松)ま でご連絡ください。e≒mailあるい

はFaxで お願いしま凱 折り返し、連絡させていただきます6

(文責 村松成司)

一193-一



スポーツ整復療法学研究 第15巻 ・第3号2014年3月

編 集 後 記

去年開催された福 岡の学術 大会では堀井仙松先生をお見かけすることはなかった.以 前から本学会からの

引退を示唆されており、ついにその 日が近づきっつあると実感しました。先生の専門は統計学であり、そのため

本学会の活動をご支援されてきた。学会誌 に連載された「統計入門」、さらにセミナーでのITの 必要性、有用性

と題してホームペ ージ作成 について講演された。本学会に対し多大な貢献をされてきた功労者の一人でありま

す。出版された「確率統計学入門」には、より理解を深めるための例題を含んだCDが 付録されており読者が実

際に活用できるにするためのご配慮が見受けられ先生の魅了的な人柄が伝わってくる構成です。

私は学術大会でお会いできるのを楽しみにしており、統計についての助言の他に、過去 に大病した経験があ

るため患者サイドに立ったお話しをされ、また奥様のご病気 と看病する家族の苦労など、大変有用で参考になり

ました。現在、私の業務指針に、弱化した基礎体力の向上を取り入れたのも、先生からの話の影響を受けたた

めです。

振り返れば、スポーツ、整復療法とは無 関係な先生 に入会 を勧誘したのは岡本武 昌先生であり、私と堀井先

生との交流は懇親会から始まったものであり、また著書である「確率統計学入門」の出版 には佐竹弘靖先生が

廉価な業者を紹介したのが始まりで、人と人の交流から意外な結果 に発展することもあり、とても重要なものと感

じています.こ れから研究活動を始める方 には、学術大会の参加と共に懇親会での交流も役立つものと思いま

す.

(K、S)

騙 集 委 員 会1

吉田正樹(委 員長)

増原光彦 行田直人 片岡幸雄 渋谷権司 村松成司
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